
  

  

                                                               

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

科学技術の発展に伴い，医薬品や医療技術の進歩はワールドワイドに進行している。薬剤師にとって，外国の

文献から医薬品や医療技術に関する最新の情報を収集し，情報交換を国際間で実行できる技能は，これからの医

療活動を推進する上で極めて重要となる。 
本教科では，主に化学系および物理系の薬学基礎分野を主な題材とする英文をテキストとし，専門分野の雑誌

や論文に用いられる用語や構文などに関する基礎知識とそれを読解する力を育む。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   薬学，科学，医療などに関連する英文を読んで，その内容を説明できる。 
2.   薬学，科学，医療などに関連する専門用語を英語で書き，発音できる。 
3.   薬学，科学，医療などで使用される基本的単位，数値，現象の英語表現を読み書きできる。 
4.   薬学，科学，医療などに関する論文を書いたり，研究発表するために必要な英語の基本構文を使用するこ

とができる。  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. Alkanes Derivatives of Methane; Derinatives of Ethane. 
 2.   〃 Derivatives of Propane; Cycloalkanes. 
 3. Alkenes Ethylenic Double Bond. 
 4.   〃 Synthetic Preparation from Alcohol. 
 5. Alkynes, Petroleum Acetylenic Hydrocarbons; Petroleum. 
 6. Arenes Kekule Fomula of Benzene; Aromatic Compounds. 
 7. Coal, Alcohols Coal; Hydrogen Bonding. 
 8. Alcohols Nomenclature of Alcohols; Ethanol. 
 9.   〃 Synthesis of Alcohols from Alkenes. 
10. Ethers Nomenclature of Ethers; Extraction with Ether. 
11.   〃 Ether as an Anesthetic. 
12. Aldehydes and Ketones Nomenclature of Aldehydes and Ketones. 
13.   〃 Carbonyl Groups of Aldehydes and Ketones. 
14. 定 期 試 験 薬学英語Ⅱ 1～14に対する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義，SGD. 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席状況，発表および提出物などから総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「English for Pharmaceutical Students Ⅱ」 （横浜薬科大学編） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 随時指示する。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 英語は自分から積極的に勉強しなければ身に付きません。きちんと予習して積極的に自分

の意見を言ってください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも研究室に来てください。メールも受け付けます。 

薬学英語Ⅱ薬学英語Ⅱ薬学英語Ⅱ薬学英語Ⅱ ２年次半期（前期），必修，１単位  天然物化学研究室 講師 梶原康宏 
                               生薬学研究室   講師 飯塚 徹 



  

  

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

心理学は，人間の心のはたらきについて研究する科学である。しかし，心は直接観察することはできないので，

心のはたらきの結果としての行動を通して研究し，理解することになる。 
本講義では心理学の歴史，心のはたらきとしての知覚・認知・感情・思考・判断などの行動の心理的基礎，心

理的過程における欲求・欲求不満・葛藤・防衛メカニズムなどについての基礎的概念，さらに病的な心のはたら

きやその治療法としてのカウンセリング・サイコセラピーなどについて解説する。 
人間一人一人の行動は同じような環境下であっても異なる。その人特有の「個性」が存在するわけである。人

間一般の心の働きを知るとともに，人間一人一人の性格や心の働き方を理解する基盤を得ることは，社会人とし

て多くの人たちと交流しながら有意義な人生を築く上で必要不可欠のことである。この講義を通して，自分自身

を知り，他者の心を理解する能力を養い，多くの人たちとの相互理解を深め，有意義な人生の基盤をつくっても
らいたい。    

到到到到達達達達目標（目標（目標（目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

１． 心の働きを構成している知覚・認知・感情・思考・行動について理解する。 
２． 人間は一人一人，異なった特有の存在であることを理解する。 
３． 心の働きを構成している認知・感情・思考などの夫々が相互に影響を及ぼしあっていることを理解する。 
４． 心のはたらきがからだに，またからだのはたらきが心に影響を及ぼしていることを理解する。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

１．心理学とは何か   心理学の定義，起源，心とは何か 
２．知覚・認知   概念，成立要因，歪曲 
３．感情（１）   概念，理論 
４．感情（２）   発達，理論 
５．欲求    概念，フラストレーション，コンフリクト 
６．適応    防衛機制，不適応行動 
７．学習・記憶   概念，理論，忘却 
８．思考・知能   概念・形態，発達，知能検査 
９．発達    概念，原理，理論，課題 
１０．性格・個性（１）   概念，構成 
１１．性格・個性（１）   分類 
１２．性格・個性（１）   障害，疾患 
１３．心理的援助   カウンセリング，サイコセラピー 
１４．定期試験 
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験，出欠状況，受講態度等による総合評価。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 小川芳男（２００９） 教育心理学概論Ⅱ  角川学芸出版 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 講義の過程で紹介する。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 質問はいつでも受け付けます。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 研究室に気軽においでください。不在の時もありますので，予約されるとよろしいです。 

心理学心理学心理学心理学 ２年次半期（前期），必修，１単位              教授 小川 芳男 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

生命現象の解明に関する研究は，世界中の国々で行われており，研究技術の発展にともない新たな研究報告が

次々となされている。これらの情報は，薬の専門家である薬剤師には不可欠であり，こうした外国の情報を文献

やインターネットを情報源として収集し，情報交換できる語学力が必要である。 

本教科では，生命現象に関する薬学の基礎分野である機能形態学，生化学，分子生物学などを主題とするさま

ざまな英文記事・トピックスを読解させ，生物系分野の英文読解力の向上を目指す。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   薬学，科学，医療などに関連する英文を読んで，その内容を説明できる。 

2.   薬学，科学，医療などに関連する専門用語を英語で書き，発音できる。 

3.   薬学，科学，医療などで使用される基本的単位，数値，現象の英語表現を読み書きできる。 

4.   薬学，科学，医療などに関する論文を書いたり，研究発表するために必要な英語の基本構文を使用するこ

とができる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. ガイダンス 講義の方針，学習方法 

 2. 生物系分野の英文読解の基礎 機能形態学に関する英文読解 その１ 

 3.  機能形態学に関する英文読解 その２ 

 4.  機能形態学に関する英文読解 その３ 

 5.  生化学に関する英文読解 その１ 

 6.  生化学に関する英文読解 その２ 

生化学に関する英文読解 その３ 

 7.  分子生物学に関する英文読解 その１ 

 8.  分子生物学に関する英文読解 その２ 

 9.  分子生物学に関する英文読解 その３ 

10.  海外の学術論文の調べ方（PubMedを中心に解説） 

11. 文献検索の仕方 実際の英文の科学論文を読む 

12. 生物系分野の英文読解の応用 実際の英文の科学論文を読む 

13.  実際の英文の科学論文を読む 

14.  講義の方針，学習方法 

15. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況および講義中の態度などから総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 English for Pharmaceutical Students Ⅲ（横浜薬科大学編集） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 講義中に随時紹介していく 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 研究領域をはじめ医療現場や行政などあらゆる分野で専門英語は今や不可欠です。薬学英

語を通して、自然科学の分野で必要とされる英語の基礎力を身につけてほしいと思っていま

す。また、講義の前には、必ず予習して下さい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 原則、月曜から金曜の午後 1 時から午後 5 時までとします。不在の場合もありますので予

め知らせてくれると助かります。

薬学英語Ⅲ薬学英語Ⅲ薬学英語Ⅲ薬学英語Ⅲ    ２年次半期（後期）必須１単位     生化学研究室 准教授 森  和也 
           分子生物学研究室 講師 川嶋 剛  生体防御学研究室  講 師 川嶋 芳枝 



  

  

 
     

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

哲学は、人間や物事の本質を追究する学問であるが、デカルトに始まった近代哲学も人間の普遍的全体性を理

解することには必ずしも成功していない。しかし、哲学を学ぶことは人間個々の人生観、道徳観および倫理観形

成に重要なことである。 
本講義では高齢社会の到来と現代医療の飛躍的革新が、洋の東西を問わず、人間社会に投げかけている深刻な

諸問題、｢老人と医療｣、｢生殖技術と人間｣、さらには｢尊厳死｣など、薬学生が考えなければならないテーマを取

り上げ、哲学的観点から考察する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生命の尊厳・人間の尊厳・ＱＯＬ等の思想的特質を説明でき、かつそれらの重要性について批判的に考察

できる。 
2.   自由や自己決定を尊重する思想の意義と問題点をインフォームド・コンセントに即して説明でき、かつそ

れについて批判的に考察できる。 
3.   人間関係において規則等の整備と各人の徳性涵養との両面が共に必要である理由を説明できる。 
4.   医療資源配分にかかわる諸制度の思想的基盤を説明でき、かつそれについて批判的に考察できる。 
5.   異なる人生観・老年観・死生観等を比較しつつ討議できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 生命と人格（１） 生命の尊厳性、人格概念と人間の尊厳・責任・権利 
 2. 生命と人格（２） 生命倫理と人格概念、生殖技術の進歩に伴う倫理的問題 
 3. ＱＯＬ 生命･生活･人生の｢質｣を重視する思想の特質 
 4. 自由・自律・自己決定 自由･自律･自己決定を尊重･優先する思想の特質と問題点 
 5. インフォームド・コンセント（１） インフォームド・コンセントの歴史と哲学 
 6. インフォームド・コンセント（２） 説明と理解に伴う諸問題 
 7. インフォームド・コンセント（３） 意思決定に伴う諸問題 
 8. 無加害原則と善行 自由・無加害原則・善行の関係 
 9. 規則と人間  規則の整備と徳の涵養、原則主義と決疑論 
10. 配分と正義（１） 平等と公平の意味、功利性と配分、ニーズと配分 
11. 配分と正義（２） 医療資源配分における正義の問題 
12. 老い 老年観と倫理的課題 
13. 生と死 ｢安楽死｣と｢尊厳死｣、死の「定義」、死生観と哲学 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の評点と平常点(出席数等)によって総合的に評価する｡ 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「現代社会の論理的課題－生命医療論理からのアプローチ」石井雅之著（角川学芸出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書    「医療現場に臨む哲学」 清水 哲郎著（勁草書房） 

 「生命医学倫理のフロンティア」 トム・ビーチャム著（麗澤大学出版会） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 経験に即した主体的理解と二人称の語りが肝要です。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問等は講義終了後又は講義日の昼休みに受け付けます。 

医療と哲学医療と哲学医療と哲学医療と哲学 ２年次半期（前期）、必修、１単位       非常勤講師 石井 雅之 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

将来，医療・薬事の実務に携わる薬剤師にとって，医療に関する法律と制度についての知識は不可欠である。 
本教科では一年次で得た「社会と法律」の基礎知識をもとに医療と密接に関連する各種法制度を概説し，薬剤

師の医療行為についての法的規制を理解させ，社会的責任を自覚させる。医療品の承認許可から販売さらに製造

販売後の安全管理体制を把握させ，医療過誤や守秘義務違反を起こさない医療人としての心がまえを育成する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   日本社会の成り立ちについて，法律，社会学の観点から説明できる。F(1) 6 
2.   薬剤師に関連する法令の構成を説明できる。C18(1) 2-1 
3.   医療法の概要と医療保険制度のしくみを説明できる。C18(1) 2-4,C18(2) 2-2 
4.   薬事法の目的と内容について説明できる。C18(1) 2-2 
5.   医薬品の安全管理と被害救済に関わる制度について説明できる。C 18(1) 2-6他 
6.   保険診療制度，薬価基準，調剤報酬制度の概要を説明できる。C18 (2)-3 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 社会保障制度 所得保障(年金) 医療保障 社会福祉 負担と給付の国際比較 
 2. 医療提供体制 1 医療制度の変遷 医療法 医師法他 医薬分業 
 3. 医療提供体制 2 医療制度改革 医療機関 包括医療 地域医療 先端医療 
 4. 健康・予防 介護・福祉 健康増進法 介護保険制度 高齢者福祉 セルフメディケーション 
 5. 薬事関連制度 1 薬事法の目的・定義・範囲 医薬品承認審査(研究開発・治験) 
 6. 薬事関連制度 2 製造販売管理制度 流通販売管理制度 ジェネリック医薬品 
 7. 薬事関連制度 3 製造販売後の評価制度(PMS) 薬局・調剤 一般用医薬品販売制度 
 8. 薬事関連制度 4 薬剤師法 麻薬・向精神薬取締法 毒物・劇物取締法 
 9. 医療保険制度 1 健康保険 国民健康保険 後期高齢者医療制度 公費負担医療 
10. 医療保険制度 2 薬価基準制度 療養担当規則 診療報酬 調剤報酬 
11. 医療倫理と医療事故 医療倫理 医療と刑法 医療事故の現況と対応 個人情報保護法 
12. 医療の安全性の保障 薬害の歴史 医薬品副作用被害救済制度 PL法  
13. 生活の安全に関連する制度 消費者庁の設置 食の安全性 健康食品 感染症対策 化学物質規制 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験(客観テスト)による評価を基本とする 
教 科教 科教 科教 科 書書書書「薬事法規制度マニュアル改訂9版」 中村 健 他 (南山堂) 
         「社会と法律」改定版村田 正弘 (三恵社) 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医事法入門」 手嶋 豊 (有斐閣) 

「医療事故がとまらない」 毎日新聞医療問題取材班 (集英社新書) 
 時事法学―法からみる社会問題 (北樹出版) 
厚生労働省ホームページ http://www.mhlw.go.jp/ 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「社会と法律」等法律の基礎を修得していることが望ましい。すでに法律概論を修得して

いても医療、社会保障は特別領域であり重複にはならない。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー アポイントをとれば出講日に応接する。 

医療医療医療医療と法律と法律と法律と法律 ２年次半期（後期），選択，１単位        非常勤講師 村田 正弘 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

医療をめぐる経済事情は，医療費の軽減を目指すコスト抑制型医療への移行，マネージメントヘルスケア，ト

ータルヘルスケア産業の発展，また新薬開発競争の陰で進行する後発医薬品市場の獲得競争など高齢化社会を迎

え，急速に変遷している。医療人として患者の立場を全面的に理解し援助するには，これら医療行政の現状と問

題点をその歴史も含めて理解することが重要である。 
本教科では，医療経済を主題として，先の先進国と比較しながら，日本の医療保険制度と経済，医療費の動向

などについて講義する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   国民医療費の抑制の必要性を理解できる。 
2.   新薬の開発に伴う研究費と特許による保護につ Iいて経済的に理解できる。 
3.   ジェネリック医薬品の普及に係る国の政策について理解できる。 
4.   医療保険制度の特徴を理解し，「国民皆制度」の是非について自分の意見をもつ。 
5.   病院経営の現状を理解し，その要因について理解できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. イントロダクション 定義と統計 
 2. 医療費と国民医療費について（1） 超高齢社会への対応 
 3. 医療費と国民医療費について（2） イギリスの予防医療 
 4. 地域医療へのシフト（1） 日本の病院経営 
 5. 地域医療へのシフト（2） 病院ファンドの導入の是非 
 6. 地域医療へのシフト（3） 保険料と税金投入 
 7. 医療保険制度（1） 医療保険の種類と特徴 
 8. 医療保険制度（2） 日米比較 
 9. 医療保険制度（3） 国の方針 
10. ジェネリック医薬品とその普及策（1） 日米欧の比較 
11. ジェネリック医薬品とその普及策（2） 情報の非対称性 
12. 医療経済学への期待（1） 診療報酬の適性 
13. 医療経済学への期待（2） 医療スタッフの供給の問題点 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績成績成績成績評価方評価方評価方評価方法法法法 定期試験，出席，小テスト（複数回） 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『社会保障と地域』渋谷博史・根岸毅宏・木下武徳編著（学文社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義終了後に受け付ける。 
 
 
    

医療と経済医療と経済医療と経済医療と経済 ２年次半期（後期），選択，１単位       非常勤講師  塙 武郎 

 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬剤師は，医療から行政までの社会の広い職域で活動している。そのため，社会における諸問題を社会福祉的

視点から捉えることは，薬剤師の社会活動において重要なことである。最近，介護福祉分野において地域の薬局・

薬剤師の行う在宅訪問薬剤管理指導業務がクローズアップされている。 
本講義では，わが国の社会福祉制度の歴史と変遷および現状について解説する。また，地域医療ケアシステム

等について平易に概説する。これにより将来薬剤師を目指す薬学生に早期に社会福祉の重要性と基本的な考え方

を身につけさせる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   社会福祉とは何か，その構造と機能について理解する。 
2.   日本の社会福祉制度の変遷を理解する。 
3.   公的介護保険制度について理解する。 
4.   地域福祉の推進と地域ケアシステムについて理解する。 
5.   保健，医療，福祉の連携について理解する。 
6.   今日の福祉問題について理解を深める。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 社会福祉の構造と機能 社会福祉の考え方と位置づけ 
 2. 社会福祉制度の変遷（１） 社会福祉制度の確立期から拡充期 
 3. 社会福祉制度の変遷（２） 社会福祉制度の再編期 
 4. 社会福祉制度の変遷（３） 社会福祉制度改革 
 5. 福祉サービスの新たな展開と課題 ソーシャルインクルージョン，コーディネート機能 
 6. 高齢者福祉に関する現状と課題（１） 公的介護保険制度，権利擁護，苦情処理 
 7. 高齢者福祉に関する現状と課題（２） 高齢者の健康と介護問題，地域ケアシステム 
 8. 高齢者福祉に関する現状と課題（３） ターミナルケア，がん対策基本法，情報の非対称性 
 9. 障害者福祉に関する現状と課題（１） 障害者基本計画，地域リハビリテーション 
10. 障害者福祉に関する現状と課題（２） 狭義の精神保健福祉 
11. 障害者福祉に関する現状と課題（３） 広義の精神保健福祉 
12. 家庭福祉に関する現状と課題（１） 子どもの健康と児童虐待，ドメスティックバイオレンス 
13. 家庭福祉に関する現状と課題（２） 自殺防止への取り組み 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験80％，出席状況及び授業に臨む姿勢20％ 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『臨床に必要な保健医療福祉』，幡山久美子（編著），弘文堂 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 『社会保障入門』，社会保障入門編集委員会，中央法規出版 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 困難や問題を抱えた人が求める福祉的な援助とは何かを考えながら受講して欲しい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付ける。 

社会福祉学社会福祉学社会福祉学社会福祉学 ２年次半期（後期），選択，１単位       非常勤講師 幡山 久美子 

 



  

  

  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

食品から摂取した栄養素は，それぞれ特有の消化・吸収過程を経て体内に取り込まれ，体内においてエネルギ

ーや生体構成成分へと変換され，健康の維持・増進に機能している。このため，食生活における栄養バランスの

とれた食事が重要と考えられている。 
本教科では，栄養の基本概念，歴史的背景・意義，食品中の各栄養素の特徴と他の栄養素との相互作用，食物

繊維，ビタミン，無機質などの栄養学的機能などの栄養生理学的な基礎知識について講義する。さらに，生涯に

亘る健康維持・増進に必要な食習慣を確立するため，個人を取り巻く食環境づくりの必要性を解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   栄養素(三大栄養素，ビタミン，ミネラル)を列挙し，それぞれの機能、代謝などについて説明できる。 
2.   食事摂取基準，食事バランスガイドについて説明できる。 
3.   日本における栄養摂取の現状と問題点について説明できる。 
4.   栄養素の過不足によるおもな疾病を列挙し，説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 栄養学入門 栄養の基本概念，五大栄養素の分類と機能 
 2. 日本人の栄養 国民健康・栄養調査報告，食糧需給表，食品成分表 
 3. 消化吸収 栄養素の消化吸収，食欲 
 4. タンパク質の栄養 必須アミノ酸，タンパク質の栄養価 
 5. 脂質の栄養 必須脂肪酸，脂質の機能 
 6. 炭水化物の栄養 糖質の機能，糖質の適正摂取量 
 7. 食物繊維，中間試験 食物繊維の定義，生理作用，目標摂取量 
 8. ミネラルⅠ マクロミネラル，生理作用，欠乏症と過剰症 
 9. ミネラルⅡ ミクロミネラル，生理作用，欠乏症と過剰症 
10. ビタミンⅠ ビタミンの定義，脂溶性ビタミン 
11. ビタミンⅡ 水溶性ビタミン 
12. 日本人の食事摂取基準 推定エネルギー必要量，推奨量，目安量，目標量 
13. これからの栄養学 サプリメント，疾病と栄養，スポーツ栄養 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，中間試験，レポート，出席などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 わかりやすい栄養学 吉田勉編（三共出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 ライフサイエンス系の基礎英語テクニカルターム 飯田隆 編 (三共出版) 

  日本人の食事摂取基準 第一出版編集部編（第一出版） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 生化学，有機化学，分析化学等の基礎知識が必要です。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですのでD 42 食化学研究室へお越し下さい。 

栄養学栄養学栄養学栄養学 ２年次半期（前期），必修，１単位      食化学研究室 教授 伊藤 順子 

 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

ストレス社会と呼ばれる現代は，ストレスに起因するさまざまな疾患が増加している。ストレス解消を目的と

した飲酒などによるアルコール性疾患は以前から知られているが，最近ではストレスが直接の原因である“うつ

病”やこれによる自殺が多く見られるようになった。 
本教科では，このような現代におけるストレスをはじめとする精神と健康の関係について講述する。さらに，

これまでほとんど見られなかった未成年（とくに若年期）のうつ病や成人病をテーマとして，ストレスと健康の

関係について考察する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   ストレスの概念について説明できる。 
2.   ストレスによる身体反応を説明できる。 
3.   ストレスに対する脳・精神の反応を説明できる。 
4.   ストレス関連疾患の病態および治療薬について説明できる。 
5.   ストレス対処法について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. ストレスとは ストレスの概念，ストレス学説などについて 
 2. ストレスと身体 ストレスによる身体反応  

 3. ストレスと身体 自律神経系，内分泌系，免疫系 
 4. ストレスと脳・精神 ストレスを脳はどう受けとるのか 
 5. ストレスと脳・精神 神経伝達物質，情動の変化などについて 
 6. ストレス関連疾患  

 
うつ病の病態と抗うつ薬 
不安障害の病態と抗不安薬 
消化性潰瘍の病態と治療薬 
生活習慣病（成人病） 

 7. ストレス関連疾患 
 8. ストレス関連疾患 
 9. ストレス関連疾患 
10. ストレス関連疾患 
11. ストレス関連疾患 
12. ストレス関連疾患 
13. ストレス関連疾患 
1

4. 
定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況などにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリントを使用 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「ストレス診療ハンドブック」 河野友信 他 編著 （メディカルサイエンス・インタ

ーナショナル）  薬理学 教科書 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ ストレスについて理解し，ストレス耐性を高め，より豊かな人生を送れるように 本講義

を役立たせてほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応します。 

精神と健康精神と健康精神と健康精神と健康 ２年次半期（後期），必修，１単位     薬理学研究室 教授 山田 潤 

 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    ライフステージ栄養学とは，人間の一生における成長，発達，加齢および老化に関する知識と各ライフステー

ジの身体的，精神的，生理的特徴について学び，各段階に応じた適切な栄養補給に関する基礎的な知識を扱う学

問である。これらは，あらゆる年代層の患者に接する薬剤師に有用かつ必要な知識である。 
本教科では，成長，発達，加齢に伴う生体組織の成長や機能発達，母性栄養，新生児・乳児・幼児期，成人期，

更年期（実年期），高齢期（老年期）などの各ライフステージにおける身体的，精神的機能発達の特徴と栄養要求

について解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   人の誕生，成長，加齢，死の過程における各種臓器，器官の発達と退行について説明できる。 
2.   妊娠，分娩，授乳，性分化あるいは老化とホルモンの関わりについて説明できる。 
3.   加齢にともなう身体的，精神的変化と栄養のかかわりについて説明できる。 
4.   妊産婦，授乳婦に対する栄養補給で注意すべき点を説明できる。 
5.   新生児，乳児，幼児，小児それぞれに対する栄養補給で注意すべき点を説明できる。 
6.   高齢者に対する栄養補給で注意すべき点を説明できる。 
7.   特別用途食品（乳児用調整粉乳など）の種類と特徴を概説できる。 
8.   人の誕生，成長，加齢，死の意味を考察し，討議する。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 人の成長・発達と加齢 ライフステージ栄養学の概説 
 2. 母性栄養 胎児期の母体の身体的・精神的特徴と栄養要求 
 3. 母性栄養 授乳期の母体の身体的・精神的特徴と栄養要求 
 4. 新生児・乳児期の栄養 新生児・乳児期の身体的・精神的特徴と栄養要求 
 5. 新生児・乳児期の栄養 母乳栄養と人工栄養（乳児用調整粉乳），ならびに離乳食 
 6. 幼児期の栄養 幼児期の身体的・精神的特徴と栄養要求 
 7. 幼児期の栄養 幼児期の食生活（食品構成，食事回数）と間食の役割 
 8. 学童期の栄養 学童期の身体的・精神的特徴と栄養要求，学校給食の意義 
 9. 思春期の栄養 思春期の身体的・精神的特徴と栄養要求，第二次性徴 
10. 成人期・更年期の栄養 成人期・更年期の身体的・精神的特徴と栄養要求 
11. 成人期・更年期の栄養 生活習慣病と食生活，病者用特別用途食品 
12. 高齢期の栄養 高齢期の身体的・精神的特徴と栄養要求，QOL向上 
13. 高齢期の栄養 高齢者用特別用途食品，老化のメカニズム（老化学説） 
14. 定 期 試 験 食品機能学１～１３に対する習熟度試験を実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席状況等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 栄養科学シリーズNEXT・応用栄養学（第2版） 中坊 幸弘，木戸 康博（講談社サイエンティフィク） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 厚生労働省策定・日本人の食事摂取基準（2010年版） 第一出版編集部（第一出版） 
受 講受 講受 講受 講 生生生生 へへへへ 人間の一生において特に薬剤師が接することの多い乳・幼児期と高齢期については，身体

面，精神面等あらゆる面でデリケートな時期であることを学んで欲しい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日はできるだけ食化学研究室（D42）に在席するようにします。急ぎの質問等の場合

は，講義中もしくはメールにて対応します。 

ライフステージ栄養学ライフステージ栄養学ライフステージ栄養学ライフステージ栄養学 ２年次半期（後期），必修，１単位 

食化学研究室 講師 金谷 建一郎 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

漢方薬に用いられる薬物に関する古典文献を概説。漢代の神農本草経，唐代の新修本草，宋代の証類本草さら

に明代の本草綱目に至る中国の本草書と，これらが導入された日本の本草学を学ぶ。 
薬物に関する記載の歴史的な変遷，同時代の医学書との関連性の比較などを通じて個々の漢方薬物本来の薬と

しての性質，その薬効ばかりでなく品質，生産に至る漢方医学の背景となる知識を学び，西洋医学的な概念にと

らわれない正しい漢方薬物認識の方法を解説する。また同時に医薬品開発のシーズ探索としての本草文献の扱い

も学ぶ。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生薬の歴史について概説できる。 
2.   代表的な薬用植物の学名，薬用部位，薬効などを列挙できる。 
3.   生薬の同定と品質評価法について概説できる。 
4.   漢方医学の特徴について概説できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 本草学とは 本草学とはどのような学問か 
 2. 神農本草経 「神農本草経」の構成，記載内容 
 3. 神農本草経集注 「神農本草経集注」の構成，記載内容 
 4. 新修本草 「新修本草」及びその他の唐代の本草書 
 5. 証類本草 「証類本草」及びその他の宋代の本草書 
 6. 本草綱目 「本草綱目」及びその他の明・清代の本草書 
 7. 日本の本草書 奈良時代，平安時代の本草書 
 8. 日本の本草書 平安時代 ～ 江戸時代の本草書 
 9. 日本の本草書 江戸時代の本草書 「大和本草」など 
10. 日本の本草書 江戸時代の本草書 「本草綱目啓蒙」など 
11. 生薬研究と本草学 本草書の記載を踏まえた生薬品質考察：蒼朮 
12. 生薬研究と本草学 本草書の記載を踏まえた生薬品質考察：升麻，威霊仙 
13. ヨーロッパの本草学 ディオスコリデスの薬物誌など 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席点により総合的に判定    
教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリント資料使用 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 新訂生薬学   木村孟淳，田中俊弘，水上 元 編（南江堂） 

生薬学概論   難波恒雄，津田喜典 編（南江堂）    
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 遠く過去の時代より人類が積み重ねてきた薬草を中心とした薬物の知識，経験について，

本草書の記載内容を通して理解してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があればいつでも結構ですので研究室へお越しください。ただし学会等で不在

の時もあります。 
    
 

本草学本草学本草学本草学 ２年次半期（前期），必修，１単位     薬用資源学研究室 教授 寺林 進 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

古来より植物の草根木皮が病気やけがの際に使用されてきた。20世紀以降，種々の植物から薬効成分が単離さ

れ，医薬品として疾病の治療に用いられるようになった。現代では，薬用植物は医薬品開発の最も重要な資源の

一つとなっている。 

本教科では，薬用植物学で学んだ薬用植物の基礎知識を基にして，薬用に供される代表的な植物成分について，

医薬品探索の経緯や実用化のプロセスについて講義する。さらに，薬用天然資源の保護，無限にリサイクル可能

な資源としての薬用植物の生産性，流通，国際貿易，自然保護などについても広く教授する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   代表的な薬用植物を形態が似ている植物と区別できる 

2.   代表的な薬用植物の学名，薬用部位，薬効などを列挙できる 

3.   代表的な薬用植物に含有される薬効成分を説明できる 

4.   動物，鉱物由来の医薬品について具体例をあげて説明できる 

5.   医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘導体を，具体例をあげて説明できる 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 植物の体と働き 葉のつくりと働き，いろいろな花の形 
 2. 科名別に見る薬用植物 (1) 

（科の配列はEnglerの分類法による） 
フジマツモからマオウ科植物 

 3.       〃       (2) タデからメギ科植物 
 4.       〃       (3) ツヅラフジからバラ科植物 
 5.       〃       (4) マメからコカノキ科植物 
 6.       〃       (5) ミカンからヒメハギ科植物 
 7.       〃       (6) クロウメモドキからセリ科植物 
 8.       〃       (7) マチンからキョウチクトウ科植物 
 9.       〃       (8) アカネからシソ科植物 
10.       〃       (9) ナスからゴマノハグサ科植物 
11. 代表的な植物成分の基本構造 (1) 配糖体，フェニルプロパノイド 
12.       〃             (2) アントラキノン，フラボノイド，テルペノイド 
13.       〃             (3) ステロイド，サポニン，アルカロイドなど 
14. 定 期 試 験  

 
    
方方方方 略略略略 講 義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験および出席状況などで総合的に評価する 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 カラーグラフィック薬用植物 第３版 滝戸・指田編（廣川書店） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 日本薬草全書 田中俊弘 編（新日本法規出版） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 植物性医薬品や漢方処方に使われる生薬の原植物について，学名や語原さらに性状などを

知り，それらの薬用植物に馴染んで欲しい    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます 

ただし講義の内容に即したものに限ります（授業時のみ対応） 

薬用植物学特論薬用植物学特論薬用植物学特論薬用植物学特論    ２年次半期（前期），必修，１単位       

生薬学研究室 教授 大澤 啓助  



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本教科では，共通科目としての生薬学を学んだ学生に対し，日本薬局方に収載されている生薬だけでなく，局

方外の生薬規格集に収載されている生薬，さらに医療用および薬局製剤用の漢方原料となる生薬約250品目につ

いて学ぶ。それらの基原，特性，鑑別方法，選品の方法，成分情報，薬局方試験法に加えて薬理作用の特色と臨

床応用例などを解説する。これによって，現在，漢方で使用されているほとんどすべての生薬についてその基礎

事項をマスターしたことになり，この後の「漢方理論」や「漢方処方学」の修得を無理なくするものである。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   代表的な生薬を列挙し，その特徴を説明できる 

2.   動物，鉱物由来の医薬品について具体例をあげて説明できる 

3.   生薬の同定と品質評価法について概説できる 

4.   医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘導体を，具体例をあげて説明できる 

5.   漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し，その有効成分を説明できる 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 医薬品としての生薬 特性 
 2. 生薬の生産 採取時期 
 3. 皮を用いる生薬  
4. 根を用いる生薬  

 5. 根茎を用いる生薬  
 6. 葉を用いる生薬  
 7. 花を用いる生薬  
 8. 果実を用いる生薬  
9. 種子を用いる生薬    原植物，性状，成分，薬理・応用など 

10. 草を用いる生薬  
11. 菌・藻を用いる生薬  
12. 分泌物・細胞内容物を用いる 

生薬 
 

13. 動物・鉱物を用いる生薬  
14. 定 期 試 験  

   
方方方方 略略略略 講 義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験および出席状況などで総合的に評価する 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「新訂生薬学」改訂第６版 木村孟淳 ほか編（南江堂） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「生薬単」原島広至著（エヌ・ティー・エス） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 漢方処方に使われる生薬について，薬効や薬効成分などを知り，漢方を学ぶ上での基盤と

して欲しい    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます 

ただし講義の内容に即したものに限ります（授業時のみ対応） 

 

生薬学生薬学生薬学生薬学特論特論特論特論     ２年次半期（後期），必修，１単位    

生薬学研究室 教授 大澤 啓助  



  

  

  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    医療システムの効率化，すなわち，サービスの質を高めながら医療にかかるコストを下げることが期待されて

いる。しかし，わが国の薬剤師は，医療機関にどのような部門があり，どのような業務の医療従事者がいるかを

理解していないと指摘されるところである。 
本講義では，医療機関での各部門の医療従事者の組織や業務内容および課題を紹介する。また，医療サービス

の需要，医療の機能分化，さらに医療システムの日本と欧米との比較も取り入れて概説する。医療のしくみを理

解した上で，医療機関の各部門がいかに組織化され，経営されているかを学ぶ。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   疾病の原因に関する思考が時代とともに変化したことを概説できる。 
2.   免疫療法，薬物療法の歴史が概説できる。 
3.   代表的な医療機器の開発を概説できる。 
4.   医療法，薬剤師法などを概説できる。 
5.   医療機関の組織や各部門の医療従事の業務を概説できる。 
6.   医療事故防止について概説できる。 
7.   医療保険の種別や医療保険について概説できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 第1章 医学の歴史（1）  原始社会での疾病は，他人の呪いと考えた。その疾病 
 2.     医学の歴史（２） 観から，微生物病原説への発展までを概説する。 
 3. 第2章 薬物療法の歴史（1）  免疫療法の治療法から，現代の薬物療法までの歴史 
 4.     薬物療法の歴史（2） および問題点について概説する。 
 5. 第３章 代表的な医療機器の開発史 X線の発見とその応用，MRIなどについて概説する。 
 6. 第4章 医療提供体制（1） 我が国の医療機関の特色と問題点，改正医療法， 
 7.     医療提供体制（2） 改正薬剤師法，改正感染症法などについて概説する。 
 8. 第5章 病院の組織と業務（1） 医療機関を構成する組織や各部門の医療従事者の 
 9.     病院の組織と業務（2） 業務内容および今後の課題を解説する。 
10.     病院の組織と業務（3）  
11. 第6章 医療安全管理対策（1） 医療事故の実例を挙げて，安全な医療を提供する 
12.     医療安全管理対策（2） 方策について解説する。 
13. 第7章 医療保険制度 医療保険の種別や医療保険について概説する。 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験で評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリントを使用して講義する。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「「「「保健医療・福祉システム入門」 田村 誠 （医学書院） 

「改訂 病院管理」 医療秘書教育全国協議会編集 （建帛社） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  医療のしくみを学び，チーム医療などの重要性を理解してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  いつでも結構です。図書館棟16Fへお越しください。 

医療システム概論医療システム概論医療システム概論医療システム概論 ２年次半期（前期），必修，１単位   

臨床薬剤学研究室 教授 森 昌斗 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

将来，医療の前線で働く薬剤師にとって，医学の歴史，医の倫理に関する知識を学び，医学に関する基本的な

知識を習得することは医療チームの中心となる医師の考え方を知る上で大変重要である。 
本教科では，医師の立場から，生命とは何か，科学の発達とともに進歩した医学の歴史，健康と病気，医療と

保険などについて講義する。また，現代の医師の倫理観，インフォームド・コンセントとその問題点，さらに医

療におけるＱＯＬの向上などに関しても講述し，今後の患者を中心とした医療のあり方を小レポート提出により，

自ら考える。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   人の誕生，成長，加齢，死の意味を考察し，討議する。（知識・態度） 
2.   誕生に関わる倫理的問題（生殖技術，クローン技術，出生前診断など）の概略と問題点を説明できる。 
3.   医療に関わる倫理的問題を列挙し，その概略と問題点を説明できる。 
4.   死に関わる倫理的問題（安楽死，尊厳死，脳死など）の概略と問題点を説明できる。 
5.   自らの体験を通して，生命の尊さと医療の関わりについて討議する。（態度） 
6.   予防，治療，延命, QOLについて説明できる。 
7.   ヘルシンキ宣言の内容を概説できる。 
8.   医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる。 
9.   インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。 

10.   患者の基本的権利と自己決定権を尊重する。（態度） 
11.   医療事故回避の重要性を自らの言葉で表現する。（態度）  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 医学概論序説 病気とは何か 
 2. 医学史 ヒポクラテスと医学，近代医学 
 3. 健康の定義 健康・病気・医学の体系 
 4. 病気の原因 病状と病変 
 5. 病理学 病気による身体変化 
 6. 病気の診断１ 病歴・診察 
 7. 病気の診断２ 症候 
 8. 病気の診断３ 臨床検査法 
 9. 病気の治療１ 内科的，薬物治療 
10. 病気の治療２ 外科的，理学的治療 
11. 病気の予防 予防医学と衛生学 
12. 医療システム 保険、救急医療 
13. 死 判定，ターミナルケア，尊厳死 
14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義，スライド 
成績評価成績評価成績評価成績評価方方方方法法法法 講義毎のレポートと出席で評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 医学概論 日野原重明 医学書院 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 医療の倫理ジレンマバーナード・ロウ著,北野喜良・中渾英之･小宮良輔監訳(西村書店) 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 毎回のレポートで，現在の医療問題を自ら考えて欲しい    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 臨床薬理研究室にお越し下さい。不在の場合はメールで受け付けます。 

医学概論医学概論医学概論医学概論 ２年次半期（前期），必修，１単位 

  臨床薬理学研究室 教授 橋本 敬太郎 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    わが国における保健医療福祉の提供体制は、近年著しく変貌した。その背景には、関連科学の進展や社会構造

の変化、人々が健康で安心して暮らせる社会の創造、中でも、心に寄り添う優れた医療の提供への期待がある。

人々の期待に応えるには、多くの専門職者が高い専門性を発揮するとともに連携協働を図り、ケアサービスを提

供する必要がある。薬剤師は基より保健医療福祉の専門職者には，相互の専門特性についての認識をもとに、立

場を十分理解しチームとして機能することが求められる。 
本概論では，看護の目的、看護における人間理解の特性、看護活動の行われている場所，看護の役割と機能.、

看護活動の実際及び薬剤師をはじめ関連職者との協働の実際について学ぶ。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   看護の目的や看護学の発達過程について理解する。 
2.   看護の歴史を通して，看護の専門職化の過程を理解する 
3.   看護における人間理解の特性について理解する。 
4.   看護の視点からの健康に対する考え方を理解する。 
5.   保健医療提供の実際及び職種間の連携について理解する。 
6.   看護の機能と業務について法的側面と具体的な側面から理解する。 
7.   看護活動の実際について理解する。 
8.   看護と社会との関わりについて理解する  

 

授業計画（項目・内容授業計画（項目・内容授業計画（項目・内容授業計画（項目・内容））））    

1. 看護の概念 看護とはどのようなものか 
2. 看護や看護教育の現状 わが国の看護・看護教育を取り巻く状況 
3. 看護の歴史的発達過程 原始から中世近世及び近代における看護 
4. 看護の歴史的発達過程 現代の看護（アメリカ、日本における看護の発達） 
5. 看護における人間理解 看護における人間理解の特性 
6. 看護における健康理解 健康及び病気の一般的概念、看護の視点からの健康 
7. 健康における健康理解 人間の健康や病気に対するかかわり 
8. 保健医療システムと看護 保健医療提供システムとチーム活動 
9. 保健医療システムと看護 保健医療チームと看護 

10. 看護の機能と業務 看護の機能と役割，看護業務 
11. 看護活動の実際 看護活動とは，看護過程のステップ 
12. 看護実践の基本 看護実践に求められる基本課題（安全、倫理、実践力、ヒューマンケア） 
13. これからの看護の展望 看護と社会との関わり、災害看護、国際交流の課題等 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法            出席・レポート等による総合評価    
教 科教 科教 科教 科 書書書書 看護学概論 松本光子 編（ヌーヴェルヒロカワ） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 看護覚え書き 湯槇ます他訳（現代者） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 保健医療チームのメンバーとして協働する看護に興味を持ってほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。 

ただし，講義の内容に即したものに限ります。 

看護学概論看護学概論看護学概論看護学概論 ２年次半期（後期），必修，１単位      非常勤講師 浅川 明子 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

有機化合物（炭素化合物）の化学は，医薬品の合成（創薬）だけではなく，薬学の生命科学，衛生化学，さら

には医療薬学を理解するための基礎となる学問である。そのため，有機化学を確実に理解することが薬学を学ぶ

上で重要である。 
本講義では，有機化学Ⅰで学んだ基礎知識を踏まえ，有機化学反応に焦点をあてて解説する。イオン反応とラ

ジカル反応，有機化合物（ハロアルカン，アルケン，アルコール，エーテル）の合成法および化学反応（反応機

構）を学び，化学反応における電子の動きを理解させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   SN1 反応の機構について，立体化学を含めて説明できる。 
2.   E1 反応と E2 反応の機構を図示し，反応の位置選択性（セイチェフ則）を説明できる。 
3.   アルコール，エーテル，アルケンを IUPAC の規則に従って命名できる。 
4.   アルコール，エーテルの代表的な性質，反応および合成法について説明できる。 
5.   カルボカチオンの級数と安定性について説明できる。 
6.   オキシランの開環反応における立体特異性と位置選択性を説明できる。 
7.   アルケンへの付加反応を列挙し，反応機構，位置選択性，立体特異性について説明できる。  
8.   アルケンの酸化的開裂反応を列挙し，説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. ハロアルカンの反応 加溶媒分解，一分子求核置換反応（SN1 反応） 
 2. ハロアルカンの反応 SN1 反応の立体化学，カルボカチオンの安定性 
 3. ハロアルカンの反応 一分子脱離反応（E1 反応），二分子脱離反応（E2 反応） 
 4. ハロアルカンの反応 置換反応と脱離反応の競争，ハロアルカンの反応性のまとめ 
 5. ヒドロキシ官能基：アルコール アルコールの命名，構造と物理的性質，酸性度，塩基性度 
 6. ヒドロキシ官能基：アルコール アルコールの合成，カルボニル化合物との酸化－還元の関係 
 7. ヒドロキシ官能基：アルコール ヒドリド反応剤，クロム反応剤，有機金属反応剤 
 8. アルコールとエーテル アルコールの反応，カルボカチオンの転位反応 
 9. アルコールとエーテル エーテルの命名，構造と物理的性質，合成と反応 
10. アルコールとエーテル オキシランの開環反応，アルコールとエーテルの硫黄類縁体 
11. アルケン アルケンの命名，構造と物理的性質，不飽和度，相対的安定性 
12. アルケン アルケンの合成，水素化反応，求電子付加反応 
13. アルケン アルケンの酸化反応，ラジカル付加反応 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「ボルハルト・ショアー 現代有機化学 第４版（上）」古賀憲治，野依良治，村橋俊一 監訳（化

学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「スタンダード薬学シリーズ３ 化学系薬学 Ⅰ.化学物質の性質と反応」日本薬学会 編（化学同

人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬をつくるための基本となる化学反応について理解し，有機化学に興味を持っていただけ

ればと思っています。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 在室中であればいつでも結構です。 

有機化学Ⅱ有機化学Ⅱ有機化学Ⅱ有機化学Ⅱ ２年次半期（前期），必修，１単位    

薬品反応学研究室 准教授 甲斐 俊次 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    日本薬局方収載の生薬および天然物医薬品の重要なもの約100品目について，製造法，貯法，殺虫殺菌など一

般的な取り扱いや一般試験法のほか，各論として生薬の名称，基原動植物の名称，由来，産地，生産，加工，等

級分け，流通，性状，鑑別，選品，成分，規格，試験法，品質評価，薬効応用，製剤などを学ぶ。また，商品と

しての生薬，医薬品原料としての生薬の扱い方を理解し，各種の生薬製剤，大衆薬，代替医療などへの応用，医

薬品合成原料，その他の応用について学習させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   代表的な生薬を列挙し，その特徴を説明できる。 
2.   生薬の生産と流通について概説できる。 
3.   生薬の歴史について概説できる。 
4.   代表的な生薬成分を化学構造から分類し，それらの生合成経路を概説できる。 
5.   日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。 
6.   代表的な生薬の学名，基原植物，薬用部位，薬効成分，薬効などを説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 生薬とは      生薬の由来，分類 
 2. 生薬の歴史   生薬の歴史，伝統医療，代替医療 
 3. 生薬の生産と流通  生薬の生産，加工，流通，製剤 
 4. 生薬の医薬品としての特徴 生薬の特徴と天然医薬品，化学医薬品との関係 
 5. 生薬成分の構造と生合成 脂肪酸，ポリケチドの構造と酢酸―マロン酸経路 
 6. 生薬成分の構造と生合成 テルペノイド，ステロイドの構造とメバロン酸経路 
 7. 生薬成分の構造と生合成 フェニルプロパノイド系成分の構造とシキミ酸経路 
 8. 生薬成分の構造と生合成 アルカロイドの構造とアミノ酸経路 
 9. 生薬の品質評価 生薬の確認試験法，純度試験法 
10. 植物由来生薬  基原，性状，含有成分，確認法，薬理，薬効応用 
11. 植物由来生薬  基原，性状，含有成分，確認法，薬理，薬効応用 
12. 植物由来生薬  基原，性状，含有成分，確認法，薬理，薬効応用 
13. 動物由来生薬・鉱物由来生薬 基原，性状，含有成分，確認法，薬理，薬効応用 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 レポート，小試験，定期試験の成績に基づき総合評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 パートナー 生薬学 指田 豊，山崎和男，竹谷孝一 編（南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 パートナー天然物化学（南江堂），漢方薬理学（南山堂） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 生薬学は広範な総合化学ですので，各学問分野の基礎知識を基に，生薬の特徴，調整法，

含有成分，品質，薬効などを理解してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講義日の前日の午後４時以降，（ ）教室にて質問・相談を受け付けます。 

生薬学生薬学生薬学生薬学 ２年次半期（前期），必修，１単位    生薬学研究室 教授 井上 謙一郎 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

有機化合物（炭素化合物）の化学は，医薬品の合成（創薬）だけではなく，薬学の生命科学，衛生化学，さらには医療薬学を
理解するための基礎となる学問である。 
 本教科では，有機化学Ⅰ・有機化学Ⅱで学んだ有機化学の基礎的な知識を基盤とする応用編として，化合物がもつ種々の
官能基とその反応性について学ぶ。とくに，共役不飽和化合物，芳香族化合物，有機金属化合物，アルデヒドおよびケトンな
どについて，種々の官能基の性質とその化学反応性，さらに反応機構とその応用としての各種の合成法を学ぶ。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   個々の官能基を有する化合物及び複数の官能基を有する化合物を IUPAC の規則に従って命名できる。 
2.   アルキンの代表的な反応を列挙し，説明できる。 
3.   共役ジエンヘのハロゲンの付加反応の特徴について説明できる。 
4.   代表的な芳香族化合物を列挙し，その物性と反応性を説明できる。 
5.   芳香族性(Hückel 則）の概念を説明できる。 
6.   芳香族化合物の求電子置換反応の機構，反応性及び配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。 
7.   芳香族化合物の代表的な求核置換反応について説明できる。 
8.   アルデヒド類及びケトン類の性質と，代表的な求核付加反応を列挙し，説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. アルキン アルキンの結合と性質，求電子的付加反応 
 2. アルキン 還元反応，置換アルキンの合成 
 3. 共役不飽和化合物 アリル系化合物の電子状態，ラジカル反応，SN反応 
 4. 共役不飽和化合物 共役ジエン，1,2-及び 1,4-付加反応,  Diels-Alder 反応 
 5. 分子軌道とペリ環状反応 π電子系の分子軌道，ペリ環状反応（付加環化反応，電子環状反応） 
 6. ベンゼンと芳香族性 構造,  Hückel 則，芳香族求電子置換反応（ハロゲン化， 
 7. ベンゼンと芳香族性 ニトロ化，スルホン化:,  Friedel-Crafts 反応） 
 8. ベンゼン誘導体の反応性 多核ベンゼンの反応性，置換基の I-効果とＭ-効果 
 9. 置換基による位置選択性の制御 求電子置換反応に対する配向性 
10. ベンゼンの置換基の反応性 芳香族求核置換反応，アルキルベンゼン 
11. カルボニル基の化学 カルボニル基の構造と反応性，水，アルコールの付加 
12. アルデヒドとケトン アミン，シアン化水素の付加，CO の CH２への変換 
13. アルデヒドとケトン 金属試薬との反応,   Wittig 反応, Baeyer-Villiger 酸化 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験，出席状況及びレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書  「ボルハルト・ショアー現代有機化学(上)(下）」古賀，野依，村橋 訳（化学同人） 

「CBT 対策と演習 有機化学」薬学教育研究会編（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  「化学系薬学１化学物質の性質と反応」 日本薬学会編（化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「医師の質問を解決できるのは有機化学の力である。」を目標に，医薬品の構造，性質，生体との相互

作用などを分子，原子，電子のレベルで理解できるように学ぶ。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日前日及び当日対応（質問することを整理して来ること） 

有機化学Ⅲ有機化学Ⅲ有機化学Ⅲ有機化学Ⅲ ２年次半期（後期），必修，１単位   薬品反応学研究室 教授 片岡 貞 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

自然界は新しい医薬品の宝庫であり，医薬品には天然物を起源とするものが多い。本教科では，モルヒネ，ア

トロピンおよびエフェドリンのような代表的な植物由来の医薬品が開発された経緯について述べる。次に植物，

動物，微生物，鉱物から発見された生理活性物質，あるいは医薬品開発のリード化合物となった代表的な化合物

の分離精製，応用などについて紹介し，新薬のシーズ探索の手法を学ばせる。さらに，天然物を起源とする新医

薬品開発の現状についても講述する。 
 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   代表的な薬用植物に含有される薬効成分を説明できる。 
2.   動物，鉱物由来の医薬品について具体的例をあげて説明できる。 
3.   代表的な生薬成分を化学構造から分類し，それらの生合成経路を概説できる。 
4.   医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘導体を具体例をあげて説明できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 創薬の歴史      天然物は薬の宝庫 / 医薬品開発のプロセス 
 2. 薬の発見・発明  麻薬・阿片から鎮痛薬，鎮咳薬 / オピオイドペプチド 
 3.    〃     麻黄から喘息治療薬エフェドリン / 中枢興奮薬メタンフェタミン 
 4.    〃   麦角から陣痛促進薬，偏頭痛治療薬，脳機能改善薬，幻覚剤LSD 
 5.    〃   覚醒剤・薬物乱用防止（麻薬，覚醒剤，幻覚剤） 
 6.    〃   キナ皮からマラリヤ特効薬キニーネ，抗不整脈薬キニジン 
 7.     〃            海藻マクリ（海人草）から駆虫薬 / 記憶喪失性貝毒 
 8. 生薬に含まれる生理活性成分      テルペン類 
 9. およびそれをリードとして      ステロイド類，サポニン類 
10. 開発された医薬品             フェニルプロパノイド類，クマリン類，リグナン類 
11.                    フラボン類，タンニン類 
12.  アルカロイド類 
13.  その他，生薬由来の医薬品 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の成績，出席状況等から総合的に評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「化学系薬学」Ⅲ 自然が生み出す薬物（東京化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「天然医薬資源学」（廣川書店），「医薬品天然物化学」（南江堂） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 天然物を起源とする医薬品の開発にはエピソード，ドラマがありそれらを通じて科学者と

しての自覚をもち，今後の勉学，将来計画に資していただきたい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業のある昼休みに教授室に来てください。 

薬用資源学薬用資源学薬用資源学薬用資源学 ２年次半期（後期），必修，１単位  薬用資源学研究室 教授 辻 邦郎 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

自然界は新しい医薬品の宝庫であり，医薬品には天然物を起源とするものが多い。 
本教科では，モルヒネ，アトロピンおよびエフェドリンのような代表的な植物由来の医薬品開発された経緯について述べる。

次に自然界を植物，動物，微生物，鉱物から発見された生理活性物質，あるいは医薬品開発のリード化合物となった代表的な
化合物の分離精製，応用などについて紹介し，新薬のシーズ探索の手法を学ばせる。さらに，天然物を起源とする新医薬品
開発の現状についても講述する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生薬の歴史について概説し、代表的な生薬を列挙してその特徴を説明できる。 
2.   代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効成分及び薬効について説明できる。 
3.   代表的な生薬の産地と基原植物の関係を説明できる。 
4.   代表的な動物及び鉱物由来の生薬，微生物及び海洋生物由来の医薬品について、それぞれ具体例をあげて説明でき

る。 
5.   漢方薬と民間薬の相違、各国の伝承薬及び代替医療についてそれぞれ概説できる。 
6.   薬用資源の探索、その薬効評価及び薬効成分の解明の方法について具体的に説明できる。 
7.   天然物質の医薬品開発研究や生命科学研究への応用について、具体例をあげて説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 薬用資源学序論  生薬研究の歴史，有効成分と薬の誕生 
 2. 植物由来の医薬品 中枢神経系に作用する薬用植物とその薬効成分（その 1） 
 3. 植物由来の医薬品 中枢神経系に作用する薬用植物とその薬効成分（その２） 
 4. 植物由来の医薬品 末梢神経系に作用する薬用植物とその薬効成分（その 1） 
 5. 植物由来の医薬品 末梢神経系に作用する薬用植物とその薬効成分（その２） 
 6. 植物由来の医薬品 循環器系に作用する薬用植物とその薬効成分 
 7. 中間試験  
 8. 植物由来の医薬品 消化器系に作用する薬用植物とその薬効成分 
 9. 動物・鉱物・微生物・海洋生物由来の医

薬品 
動物生薬，鉱物生薬，微生物及び海洋生物の薬効成分 

10. 伝承医薬品 伝承医薬と近代医薬，漢方薬と民間薬，各国の伝承薬 
11. 薬用資源の探索と薬効評価 資源探索の方法，薬効評価の方法，薬効成分の解明 
12. 天然物質の医薬品開発への応用 自然界からのシーズ（種）やリード（先導）化合物と医薬品開発 
13. 天然物質の医薬品開発への応用 医薬品研究開発のプロセス 
14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，中間試験，演習，出席状況等から総合的に評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 化学系薬学Ⅲ・自然が生み出す薬物 日本薬学会編（化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 アルカロイド－毒と薬の宝庫，船山信次 著（共立出版） 

薬用資源学 山崎幹夫，斉藤和季 編（丸善） 
天然薬用資源学 竹田忠紘 他編（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 授業を熱心に聞いて，よく復習すること。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業の前後の空き時間に質問，相談を受け付けます。 
 

薬用資源学薬用資源学薬用資源学薬用資源学 ２年次半期（後期），必修，１単位   漢方薬物学研究室 教授 大泉 康 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本教科では，主として有機化合物（医薬品，生体成分，食品，環境物質等）の化学的分析に関わる基礎知識を

修得させる。講義では，これらの有機物質の分離・精製法，科学的確認法および物理学的測定法について概略を

説明する。さらに，有機化合物がもつ官能基（アルデヒド基，ケトン基，カルボキシル基，アミノ基等）の性質

に基づく有機定性分析等について詳説し，代表的医薬品を日本薬局方純度試験・確認試験へ応用する方法を修得

させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   分配平衡について説明できる。 
2.   イオン交換について説明できる。 
3.   クロマトグラフィーの種類を列挙し，それぞれの特徴と分離機構を説明できる。 
4.   クロマトグラフィーで用いられる代表的な検出法と装置を説明できる。 
5.   薄層クロマトグラフィー，液体クロマトグラフィーなどのクロマトグラフィーを用いて代表的な化学物質

を分離分析できる。（知識・技能） 
6.   電気泳動法の原理を説明し，実施できる。（知識・技能） 
7.   日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し，その内容を説明できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 分離・精製法（１） 試料の前処理，抽出 
 2. 分離・精製法（２） クロマトグラフィーの基礎 
 3. 分離・精製法（３） イオン交換クロマトグラフィー 
 4. 分離・精製法（４） ゲルクロマトグラフィー 
 5. 分離・精製法（５） 高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ） 
 6. 分離・精製法（６） 検出，確認法 
 7. 分離・精製法（７） クロマトグラフィーの理論的取扱 
 8. 分離・精製法（８） 薄層クロマト 
 9. 分離・精製法（９） 電気泳動法 
10. 分離・精製法（10） 分離・精製の実際 
11. 有機定性分析（１） 水酸基 
12. 有機定性分析（２） アルデヒド基，ケトン基 
13. 有機定性分析（３） カルボキシル基，アミノ基，その他 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略  
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況等から総合的に評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 パートナー 分析化学 I. Ⅱ 粛藤 寛 他編 （南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 基礎薬学 分析化学 I, Ⅱ 中村洋  編   （廣川書店） 

基礎分析化学    （社）日本分析化学会編（朝倉書店） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬学を学ぶ上での重要な基礎科目です。しっかり理解しましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義終了後に受け付けます。また授業日の昼休みなど空き時間でも可能です。 

分析化学Ⅱ分析化学Ⅱ分析化学Ⅱ分析化学Ⅱ ２年次半期（前期），必修，１単位  機能形態学研究室 教授 大久保 明 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

物理化学とは，物質の状態と外界の状態の関係から引き起こされる種々の自然現象について，一般性のある法

則をあてはめてこれを解明する学問である。また，薬学領域で対象とする物質は，気体，液体，固体さらに懸濁

剤，乳剤，酵素，生体膜，タンパク質のような高分子までさまざまである。 
本教科では，物質の性質として溶解性，溶液の性質，希薄溶液の束一性，状態図の見方などの溶液論からはじ

め，生体に投与された薬物が体内で見せる動態やそのメカニズムを解明するための基礎となる反応速度論を講述

する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   溶液の濃度と性質について説明できる。 
2.   物質の溶解平衡について説明できる。 
3.   相平衡と相律について説明できる。  
4.   代表的な状態図（一成分系，二成分系，三成分系相図）について説明できる。 
5.   溶液の束一的性質（浸透圧，沸点上昇，凝固点降下など）について説明できる。 
6.   反応次数と速度定数について説明できる。 
7.   代表的な反応次数の決定法を列挙し，説明できる。 
8.   代表的な複合反応（可逆反応，平行反応，連続反応など）の特徴について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 序論 物理化学と薬の関わり，物理量の表し方，単位 
2. 化合物の物性 融点，凝固点，沸点，比重，粘度など 
3. 溶液の性質  溶液の濃度，分極，分子間相互作用 
4. 溶液の性質 理想溶液と非理想溶液 
5. 溶液の性質 希薄溶液の性質，束一性 
6. 溶液の性質 凝固点降下，沸点上昇，浸透圧 
7. 溶液の性質 溶解度，分配の法則 
8. 反応速度 化学反応速度，速度式 
9. 反応速度 ゼロ次反応，一次反応，二次反応 

10. 反応速度 擬一次反応，素反応の理論 
11. 反応速度 複合反応（可逆反応，平行反応など），定常状態法 
12. 反応速度 触媒反応，反応速度と温度の関係（Arrheniusの式） 
13. 反応速度 反応速度に及ぼす要因（温度・溶媒・イオン強度） 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬学物理化学（第4版） 小野 行雄 編 （廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 物理系薬学 I   日本薬学会編（化学同人） 

物理系薬学 IV  日本薬学会編（化学同人） 
薬品物理化学の基礎(第3版) 川面 博司 編（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 物理化学は薬学の基礎であるので，ものの仕組みを重点的に理解して欲しい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の昼休みなどの空き時間に質問等を受け付けます。また，それ以外に質問があれば

メールアドレスを教えます。 

物理化学Ⅰ物理化学Ⅰ物理化学Ⅰ物理化学Ⅰ ２年次半期（前期），必修，１単位 薬物解析学研究室 教授 小澤 俊彦  



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    薬学領域において遭遇するさまざまな事象を定性・定量的に解明するための手段として機器による分析は不可

欠であり，目的に応じて多くの分析機器が用いられている。機器分析は化学物質の定性分析，構造解析，定量分

析などに用いられるのみではなく，近年では生体分子の解析や医薬品の品質管理，臨床検査，環境分析などへも

応用されている。 
 本教科では，これらの分析機器を用いた分析法について，その原理，装置および測定方法など基本的なこと

を理解させ，得られるスペクトルデータから，物質の構造を解析および定性・定量分析かできる基礎知識を学ば

せる。本講義では，電磁波分析（紫外・可視分光分析法，蛍光分析法，化学発光分析など），電気分析，分離分析

および免疫科学的分析などについて解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   紫外可視吸光測定の原理を説明し，生体分子の解析・定量への応用例について説明できる。 
2.   蛍光分析法の原理を説明し，生体分子の定量への応用例について説明できる。 
3.   化学発光の原理を説明し，生体分子の定量・定性への応用例について説明できる。 
4.   電気滴定（電位差滴定，電気伝道度滴定など）の原理，操作法および応用例を説明できる。 
5.   原子吸光・発光の原理，操作法および応用例を説明できる。 
6.   クロマトグラフィーの種類を列挙し，それぞれの特徴と分離機構を説明できる。 
7.   イムノアッセイの原理を説明し，生体分子定量への応用例を説明できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 総論 機器分析の概要 
 2. 電磁波分析 紫外可視吸光分析の原理 
 3.  紫外可視吸光分析一生体分子への応用 
 4.  蛍光分析の原理 
 5.  蛍光分析の生体分子への応用 
 6.  化学発光の原理 
 7.  化学発光の生体分子への応用 
 8.  原子吸光分析・ＩＣＰ発光分析の原理 
 9.  原子吸光分析・ＩＣＰ発光分析の応用 
10. 電気分析 電位差滴定，電流滴定 
11. 分離分析 ガスクロマトグラフィー電気泳動（ゲル電気泳動，キャピラリー

電気泳動）  
12. 免疫科学的分析 イムノアッセイ,  ELISA 
13. まとめ  
14. 定期試験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポート，中間試験，出席などによる総合評価  
教 科教 科教 科教 科 書書書書 わかりやすい機器分析学（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 NEW薬学機器分析（廣川書店）  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越しください。ただし学会等で不

在の時もあります。 

機器分析学機器分析学機器分析学機器分析学ⅠⅠⅠⅠ ２年次半期（前期），必修，１単位  薬品分析学研究室 教授 大類 洋 



  

  

     

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

放射線の利用は，原子力発電，医療用機器および医薬品としての応用など，近代社会において必要不可欠なもので
ある。しかし，その使用法を誤ると人体に大きな害をおよぼすこともよく知られている。 

本教科では，放射性物質に関する正しい基礎知識とその使用法を修得させるため，放射性物質の化学的性質とその
特性，さらに生体への影響などを研究する放射線生物学の概要について解説する。また，放射性医薬品の種類，用途
および貯蔵法等について述べるとともに，放射線防護，放射線管理と関係法規，放射性同位元素除染法ならびに廃棄
物処理法について概説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   人に影響を与える電離放射線の種類を列挙できる 
2.   電離放射線を防御する方法について概説できる 
3.   代表的な画像診断技術について概説できる 
4.   電離放射線への感受性，その影響因子について説明できる 
5.   被曝線量と生体損傷の関係，体外被ばくと体内被ばくを説明できる 
6.   環境放射性核種を挙げ，健康への影響について説明できる 
7.   薬学領域で繁用される分析技術について概説できる 
8.   電離放射線の医療への応用，画像診断薬について概説できる 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 放射線 原子核の構造、α線、β－線、β＋線、γ線、X 線 
 2. 放射性壊変 α壊変、β－壊変、β＋壊変 
 3. 〃 電子捕獲、γ壊変、核異性体転移 
 4. 放射能を表す単位 放射能、壊変の法則、壊変定数、半減期 
 5. 物質との相互作用 α線、β－線、β＋線、γ（X）線の飛程、飛跡、比電離能、遮へい 
 6. 放射線量を表す単位 吸収線量，等価線量，実効線量 
 7. 放射線の測定 電離・蛍光作用の利用、測定値の扱い 
 8. 放射平衡 過渡平衡、永続平衡 
 9. 放射線の科学への応用 同位体希釈法、放射化分析、ラジオアッセイなど 
10. 放射性医薬品 インビボ診断用 
11. 〃 インビトロ診断用、インビボ治療用 
12. 生体への影響 被ばく、確定的影響、確率的影響、放射線感受性 
13. 物理的診断法 X 線単純撮影法、CT、PET、SPECT、MRI,、超音波診断法 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験，レポートなどによる総合的評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 医用放射化学 加藤真介 他 編著 （医療科学社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 現在の医療に不可欠な放射線・放射性同位元素について正しい知識を身につけてほしい。    
オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー いつでも構いませんが，不在なこともあるため，授業の時にでも予約を入れて下さい。 

放射化学放射化学放射化学放射化学 ２年次半期（前期），必修，１単位  放射線科学研究室 准教授 加藤 真介 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    ある変化が自発的に起こるかどうかという判定は化学研究上の大きな命題である。これは熱力学的状態量の一つで
ある自由エネルギーを学ぶことによってわかる。 本教科では，物理化学Ⅰに引き続き物質としての凝集系が起こす現
象を，熱力学を背景とする学問体系で捉える。物質の変化は，即，エネルギーの変化であり，反応には必ず熱の出入り
があることから，種々の反応熱と熱化学方程式の理解が必須である。さらに系と状態量，熱力学の法則，反応熱，エンタ
ルピー，エントロピー，自由エネルギー，電池と電極反応についても学ばせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   系，外界，境界について説明できる。  
2.   状態関数の種類と特徴について説明できる。 
3.   仕事および熱の概念を説明できる。 
4.   定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。 
5.   熱力学第一法則について式を用いて説明できる。 
6.   エンタルピーおよび標準生成エンタルピーについて説明できる。 
7.   ントロピーについて説明できる。  
8.   熱力学第二および第三法則について説明できる。 
9.   自由エネルギーについて説明できる。 

10.   化学ポテンシャルについて説明できる。 
11.   自由エネルギーの圧力と温度による変化を，式を用いて説明できる。 
12.   熱力学関数の計算結果から，自発的変化の方向と程度を予測できる。 
13.   起電力と標準自由エネルギー変化の関係を説明できる。 
14.   ネルンストの式が誘導できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 系の記述（１） 系の種類，状態量，系の変化，単位系，濃度の表示法 
 2. 系の記述（２） エネルギー，熱と仕事，熱化学方程式 
 3. 熱力学第一法則（１） 内部エネルギー変化とエンタルピー変化 
 4. 熱力学第一法則（２） 化学反応と熱 
 5. 熱力学第一法則（３） 内部エネルギーの分子論的解釈 
 6. 熱力学第一法則（４） 理想気体の状態変化と仕事 
 7. 熱力学第二法則（１） 熱力学第二法則，エントロピーとは何か 
 8. 熱力学第二法則（２） 状態変化におけるエントロピー変化 
 9. 熱力学第二法則（３） 熱の仕事への変換 
10. 自由エネルギー（１） 自由エネルギーとは何か 
11. 自由エネルギー（２） 化学ポテンシャル 
12. 自由エネルギー（３） 温度や圧力が変わるときの自由エネルギーの変化 
13. 熱力学の応用 電池と電極反応 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験により評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「薬品物理化学の基礎，第３版」 川面博司 編著 （廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「物理系薬学Ｉ．物質の物理的性質」 日本薬学会編 （化学同人）    
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 化学変化を理解する上で物理学的知識の修得が必要不可欠であることを実感してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会，会議等

で不在の時もあります。 

物理化学Ⅱ物理化学Ⅱ物理化学Ⅱ物理化学Ⅱ    ２年次半期（後期），必修，１単位 

                                                薬物解析学研究室 教授 深井 俊夫 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    薬学領域において遭遇するさまざまな事象を定性・定量的に解明するための手段として機器分析法は不可欠で

あり，その目的に応じて多くの分析機器が用いられている。機器分析学では，これらの機器を用いた分析法につ

いて，その原理，装置および測定法を理解させる。またこれらの機器で得られたスペクトルや各種データより，

物質の構造解析および定性定量分析法を修得させる。 
本講義では，赤外吸収分析法，施光度測定法，核磁気共鳴分析法，Ｘ線分析法，質量分析法およびそれらのス

ペクトル解析法について教授するとともに，その応用分野についても解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   赤外・ラマン分光スペクトルの原理と，生体分子の解析への応用例について説明できる。 
2.   施光度測定法（施光分散），円偏光二色性測定法の原理と，生体分子の解析への応用例について説明できる。 
3.   核磁気共鳴スペクトル測定法の原理と，生体分子の解析への応用例について説明できる。 
4.   Ｘ線分析法の原理と，医薬品の純度測定と同定への応用例について説明できる。 
5.   質量分析法の原理と，生体分子の解析への応用例について説明できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 赤外吸収分析法 分子振動，赤外活性とラマン活性，特性吸収 
 2.  指紋領域，測定法，結晶多形，スペクトルと構造解析 
 3. 施光度測定法 屈折率，施光度と定量，分子不斉， 
 4.  施光分散と円二色性，コットン効果 
 5. 核磁気共鳴分析法 核磁気共鳴現象，磁気とスピン運動，科学シフト 
 6.  遮蔽，磁気異方性，磁気的等価一非等価 
 7.  スピンースピン結合，スピンデカップリング，積分 
 8.  核オーバーハウザー効果,  I3C-NMR 
 9.  スペクトルと構造解析 
10. Ｘ線分析法 単位格子，Ｘ線の回折，Ｘ線の発生，粉末Ｘ線回折法 
11. 質量分析法 イオン化の方法，マススペクトル，分子量関連イオン， 
12.  フラグメンテーション，分析計，高分解能質量分析法 
13. 赤外吸収分析法 衝突誘起分離とMS/MS.分離分析連結質量分析法 
14. 定期試験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況，その他から総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書    わかりやすい機器分析学（廣川書店）， 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 NEW薬学機器分析（廣川書店）、スペクトル有機化学 高橋浩 著（三共出版） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越しください。ただし学会等で不

在の時もあります。 
 
 
 

機器分析学Ⅱ機器分析学Ⅱ機器分析学Ⅱ機器分析学Ⅱ ２年次半期（後期），必修，１単位 薬品分析学研究室 教授 大類 洋 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

生態系には細菌，ウイルス，真菌および原虫などの多くの環境微生物や病原微生物が存在する。これらの微生
物に関する基礎知識を修得することは，薬剤師にとって感染症の予防法および診断・治療を理解する上で極めて
重要である。 
本教科では，前期に各種微生物の系統的分類，構造・性状，特性および生活史などについて講義する。後期は，

各種感染症の原因となる病原微生物の特徴・感染経路と宿主（人）に引き起こす代表的疾患・症状を解説する。
また最近社会的に問題になっている院内感染症の原因，消毒薬の使用などについて概説する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生態系の中での微生物の役割について説明できる。 
2.   原核生物と真核生物の違いを説明できる。 
3.   細菌の構造と増殖機構を説明できる。 
4.   細菌の系統的分類について説明でき，主な細菌を列挙できる。 
5.   グラム陽性菌と陰性菌，好気性菌と嫌気性菌の違いを説明できる。 
6.   マイコプラズマ，リケッチア，クラミジア，スピロヘータ，放線菌についてその特性を説明できる。 
7.   腸内細菌の役割について説明できる。 
8.   代表的なウイルスの構造と増殖過程を説明できる。 
9.   ウイルスの分類法について概説できる。 

10.   代表的な動物ウイルスの培養法，定量法について説明できる。 
11.   主な真菌および原虫について説明できる。 

 

授業計画（項目授業計画（項目授業計画（項目授業計画（項目・内容）・内容）・内容）・内容）    

 1. 微生物のアウトライン 有用微生物と病原微生物 
 2. 微生物学の歴史 微生物の発見から現在 
 3. 微生物の分類 真核生物と原核生物 
 4. 微生物の特徴 細菌，ウイルス，真菌，原虫の相違点 
 5. 細菌 分類，形態，構造 
 6. 細菌 性状，機能，増殖機構 
 7. 細菌 主な細菌類，同定法 
 8. ウイルス 分類，形態，構造 
 9. ウイルス 性状，機能，増殖機構 
10. ウイルス 主なウイルス類，同定法 
11. 真菌と原虫 分類，形態，構造 
12. 真菌と原虫 性状，機能，増殖機構 
13. 真菌と原虫 主な真菌と原虫 
14. 定 期 試 験 配布問題プリントから出題(薬剤師国家試験問題、ＣＢＴ問題) 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況および筆記試験の結果から判定します。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 教科書を指定しませんが、勉強用に下記参考書のいずれかを所有することを勧めます。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 新しい微生物学（廣川書店） 

 薬学領域の病原微生物学・感染症学・化学療法学（廣川書店） 

 ポイントがわかる薬科微生物学（京都廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 配布する問題プリントは、次回講義までに必ず調べて回答してください。 
                                    配布する講義プリントと問題プリントはファイルして保存してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問等があれば，講義後、または研究室（D43）にて対応します。 
 
 

微生物学微生物学微生物学微生物学 ２年次通年，必修，２単位（前期分）感染予防学研究室 教授 鈴木 啓太郎 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    近年，老人などの抵抗力の低下した人たちにみられる日和見感染症・院内感
染症, AIDS,  SARSや鳥インフルエンザなどの新型病原体による新興感染症，既存の病原体による再興感染症な
ど，さまざまな感染症が医療上および社会的に重要な問題となっている。これらの感染症に関する基本的な知識
を修得しておくことは，薬剤師にとって不可欠である。 
本教科の後期では，各種感染症の原因となる病原微生物の特徴，原因微生物，感染経路，生体防御系などにつ

いて講義する。また，感染症予防の基本である滅菌法，消毒薬や感染症関連の法律についても学ぶ。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   代表的な細菌毒素の作用を説明できる。 
2.   主なＤＮＡウイルスおよびＲＮＡウイルスが引き起こす代表的な疾患について概説できる。 
3.   グラム陽性および陰性球菌の細菌学的特徴とそれか引き起こす代表的な疾患について概説できる。 
4.   グラム陽性および陰性樺菌の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。 
5.   グラム陰性スピリルム属病原菌の細菌学的特徴とそれか引き起こす代表的な疾患について概説できる。 
6.   抗酸菌の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。 
7.   スピロヘータ，マイコプラズマ，リケッチア，クラミジアの微生物学的特徴とそれか引き起こす代表的な

疾患について概説できる。 
8.   真菌の微生物学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。 
9.   プリオン感染症の病原体の特徴と発症機序について概説できる。 

10.   院内感染について，発生要因，感染経路，原因微生物，およびその防止対策を概説できる。。  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 感染症の現状 新興・再興感染症，発症者数 
2. 感染症の分類 感染症法，感染経路 
3. 感染症の種類と特徴 日和見感染，院内感染 
4. 感染症の種類と特徴 母子感染，性行為感染 
5. 感染症の種類と特徴 人畜共通感染，輸入感染症 
6. 微生物の病原力 病原因子，菌体内・外毒素 
7. 微生物による食中毒 分類と原因微生物 
8. 主な細菌感染症 MRSA,結核など 
9. 主な細菌感染症 カンピロバクター，大腸菌群など 

10. 主な細菌感染症 リッケチア，クラミジアなど 
11. 主なウイルス感染症 肝炎，インフルエンザ，風邪など 
12. 主なウイルス感染症 麻疹，風疹，プリオンなど 
13. 主な真菌・原虫感染症 表在性・深在性真菌症，マラリアなど 
14. 定 期 試 験 配布問題プリントから出題(薬剤師国家試験問題、ＣＢＴ問題) 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況および筆記試験の結果から判定します。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 教科書を指定しませんが、勉強用に下記参考書のいずれかを所有することを勧めます。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 新しい微生物学（廣川書店） 

 薬学領域の病原微生物学・感染症学・化学療法学（廣川書店） 

 ポイントがわかる薬科微生物学（京都廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 配布する問題プリントは、次回講義までに必ず調べて回答してください。 
                                    配布する講義プリントと問題プリントはファイルして保存してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問等があれば，講義後、または研究室（D43）にて対応します。 
 

微生物学微生物学微生物学微生物学 ２年次通年，必修，２単位（後期分）感染予防学研究室 教授 鈴木 啓太郎 



  

  

生化学Ⅱ生化学Ⅱ生化学Ⅱ生化学Ⅱ    ２年次通年、必修、２単位（前期分） 生化学研究室  教授 立石 カヨ子 

一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）    
生化学は、生命現象を化学的知識と手法を用いて解析し、その本質を分子レベルで理解しようとする学問である。 
本教科では、生体を構成する物質である糖質、脂質およびタンパク質の種類、構造、性質機能などの静的生化学

について解説する。次に、これらの生体内での代謝や生合成（体内動態）に関する動的生化学について、また、生体
調節物質であるビタミンの構造と機能、酵素の種類と特徴・機能、核酸塩基の代謝について教授する。これらの講義
を通して、生化学が病態生理学や臨床生化学を理解する上で重要であること、病気の診断・治療および予防と密接
に関係していることを修得する。 

    
到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）    
1.   酵素の機能と調節について説明できる。 
2.   解糖系と糖新生について説明できる。 
3.   クエン酸回路について説明できる 

4.   電子伝達系と酸化的リン酸化について説明できる。 
5.   ペントースリン酸回路の生理的役割を説明できる。 
6.   アセチル CoAのエネルギー代謝における役割を説明できる。 
7.   アルコール発酵、乳酸発酵の生理的役割を説明できる。 
8.   ビタミンの機能と調節について説明できる。 

    
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 水と無機質   水分子の特徴と性質 イオンの役割、酸-塩基平衡 

 2. 生体エネルギー    生化学反応を理解する上で必要な熱力学、酸化還元反応 

 3. 

 4.       

酵素 

酵素 

酵素の特性と分類、補酵素の役割 

酵素反応速度論、酵素活性調節機構 

 5. 

 6. 

ビタミン 

ビタミン 

水溶性ビタミンの構造と基本的性質 

補酵素や補欠分子として関与する生体反応、欠乏症 

 7. 

 8. 

ビタミン 

ビタミン 

脂溶性ビタミンの構造と基本的性質 

生理機能、欠乏症と過剰症 

 9. 

 10. 

糖質の代謝 

糖質の代謝 

糖質の消化と吸収、解糖系 

クエン酸回路、ミトコンドリアの電子伝達系と酸化的リン酸化 

 11. 

 12. 

 13. 

 14. 

糖質の代謝 

糖質の代謝 

糖質の代謝 

定期試験 

ペントースリン酸回路、アルコール発酵、乳酸発酵 

グ コリ回路、グルコース・アラニン回路、糖新生 

グリコーゲンの合成と分解 

方略方略方略方略                        講義 
成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法        定期試験の成績に出席状況を考慮して評価する。 
教科書教科書教科書教科書                    配布教科書 ｢生化学 II｣（立石カヨ子著）  
参考書参考書参考書参考書                    「マッキー生化学」市川 厚 監修 福岡 伸一 監訳 （化学同人） 
                   「ヴォート生化学」田宮 信雄 他訳 （化学同人）  
              「薬学領域の生化学」伊東 晃・藤木 博太 編集 （廣川書店） 
受講生へ受講生へ受講生へ受講生へ                    生体システムの中で機能している物質代謝とはどういうものなのか、生体内物質の役割と 
                   その調節機構を、実際に我々の身体の中で起っているものとして学び、理解してほしい。                                                                    
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー        質問は講義中、もしくは講義修了後と次回講義前に受付けます。質問がある人には 
              メールアドレスを教えます。    



  

  

    

生化学Ⅱ生化学Ⅱ生化学Ⅱ生化学Ⅱ    ２年次通年、必修、２単位（後期分）   生化学研究室    教授 立石 カヨ子    
 

一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）    
生化学は、生命現象を化学的知識と手法を用いて解析し、その本質を分子レベルで理解しようとする学問である。 
本教科では、生体を構成する物質である糖質、脂質およびタンパク質の種類、構造、性質機能などの静的生化学

について解説する。次に、これらの生体内での代謝や生合成（体内動態）に関する動的生化学について、また、生体
調節物質であるビタミンの構造と機能、酵素の種類と特徴・機能、核酸塩基の代謝について教授する。これらの講義
を通して、生化学が病態生理学や臨床生化学を理解する上で重要であること、病気の診断・治療および予防と密接
に関係していることを修得する。 

    
到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）    
  1． 脂肪酸のβ酸化反応について説明できる。 
  2.  脂肪酸の生合成経路を説明できる。 
  3.  コレステロールの生合成と代謝を説明できる。 
  4.  アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝について説明できる。 
  5.  ケト原性アミノ酸と糖原性アミノ酸について説明できる。 
  6.  飢餓状態と飽食状態におけるエネルギー代謝について説明できる。 
  7.  タンパク質の生合成と機能発現に必要な翻訳後修飾について説明できる。 
  8.  核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。 
    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
   1. 

   2. 

   3. 

   4. 

   5. 

脂質の代謝 

脂質の代謝 

脂質の代謝 

アミノ酸の代謝 

アミノ酸の代謝 

脂質の消化と吸収、脂肪酸の分解（β酸化）と合成、 
コレステロールの生合成と代謝、胆汁酸の合成 

ステロイドとエイコサノイドの合成、血漿リポタンパク質の代謝と機能 

タンパク質の消化と吸収 

アミノ酸分子の炭素および窒素の代謝、アミノ酸の合成 

   6. 

   7. 

アミノ酸の代謝 

アミノ酸の代謝 

アミノ酸から作られる物質への代謝、アミノ酸の先天性代謝異常 

ヘムの合成と分解 

   8. 

  9. 
代謝の総合的理解 

代謝の総合的理解 

糖質、脂質、アミノ酸代謝の相互関係 

飢餓状態と飽食状態、ケトン体の生成 

  10. 

  11. 

核酸塩基の代謝 

核酸塩基の代謝 

ヌクレオチドの合成 

ヌクレオチドの異化と再利用経路 

  12. 

  13. 

タンパク質の合成 

細胞内情報伝達 

タンパク質の合成（翻訳）、翻訳後修飾と輸送 

受容体と細胞内情報伝達系 

  14. 定 期 試 験  

方略方略方略方略                        講義 

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法        定期試験の成績に出席状況を考慮して評価する。 
教科書教科書教科書教科書                    配布教科書 ｢生化学 II｣ 立石カヨ子著  
参考書参考書参考書参考書                    「マッキー生化学」市川 厚 監修 福岡 伸一 監訳 （化学同人） 
                   「ヴォート生化学」田宮 信雄 他訳 （化学同人）  
              「薬学領域の生化学」伊東 晃・藤木 博太 編集 （廣川書店） 
受講生へ受講生へ受講生へ受講生へ                生体システムの中で機能している物質代謝とはどういうものなのか、生体内物質の役割と 
                   その調節機構を、実際に我々の身体の中で起っているものとして学び、理解してほしい。                      
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    質問は講義中、もしくは講義修了後と次回講義前に受付けます。質問がある人には 
              メールアドレスを教えます。 

 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            
 人の身体は，神経系，循環器系，消化器系などの多くの器官系から構成され，これらの各器官系が生命を維持するた
めに重要な役割を果たしている。そのため機能形態学は，病態生理学や薬理学を理解するための基礎的学問である。 

機能形態学Ⅰに引き続き，骨，血液・造血器系，腎臓系，体液などの機能的特徴について講述し，人体の基本的構
造・機能に関する基礎知識を修得させる。また，内分泌系については，ホルモンの種類，その調節機構，生理作用など
を解説する。さらに，各器官系の代表的疾患も紹介する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   胃，小腸，大腸などの消化管について機能と構造を関連づけて説明できる。 
2.   肝臓，膵臓，胆嚢について機能と構造を関連づけて説明できる。 
3.   腎臓，膀胱などの尿路系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。 
4.   体液の調節機構を説明できる。 
5.   心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。 
6.   肺，気管支について機能と構造を関連づけて説明できる。 
7.   眼，耳，鼻などの感覚器について機能と構造を関連づけて説明できる。 
8.   主要なホルモンの分泌機構および作用機構を説明できる 
9.   下垂体，甲状腺，副腎などの内分泌系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。 

10.   血糖の調節機構を説明できる。 
11.   精巣，卵巣，子宮などの生殖器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 消化器系           胃の構造と機能 
2. 消化器系            小腸,大腸と肝臓の構造と機能 
3. 呼吸器系・体温調節         肺および気管支の構造と機能・体温の調節機構 
4. 腎･尿路系           腎臓の構造と尿生成のしくみ 
5. 腎･尿路系     腎クリアランス値と下部尿路系 
6. 体液の調節機構   細胞外液(内部環境)の恒常性とその調節機構 
7. 感覚器系          体性痛・眼および耳などの構造と機能 
8. 循環器系  心臓の構造と機能 
9. 内分泌系   視床下部-下垂体系の構造と機能 
10. 内分泌系            甲状腺および副腎皮質の構造と機能 
11. 血糖の調節機構         副腎髄質および膵臓の構造と機能 
12. カルシウムの調節機構   血中カルシウムの調節および骨代謝に関わるホルモン 
13. 生殖器系 ホルモンによる生殖機能の調節 
14. 定 期 試 験  
.    

    
方方方方 略略略略  講 義 
成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  定期試験，課題レポートによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書  ベーシック薬学教科書シリーズ「機能形態学」玄番宗一 編 (化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  細胞の集合である組織・器官が一個体として生命を営んでいます。その健常なしくみについて  

各々の構造と働きを関連付けて説明できるように学びましょう。    
オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー 授業日の前日(午後)と当日(午後)に、C41(機能形態学研究室)にて、質問などを受け付けます。

希望者にメールアドレスを伝え、e-メールにより質問を受け付けます。 

機能形態学Ⅱ機能形態学Ⅱ機能形態学Ⅱ機能形態学Ⅱ    ２年次半期（前期），必修，１単位   

                        機能形態学研究室 教授 玄番 宗一 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

生体は内的および外的要因の変化から身を守るため，生体防御機構を有している。この防御機構である免疫系

を組織，細胞，分子レベルで理解することは，薬学領域では病原微生物感染症の診断，治療および予防の観点か

ら重要である。 
本教科では，免疫担当組織・細胞の種類と役割，補体，抗体分子の特徴，サイトカイン，免疫系細胞間ネット

ワーク等について講述し，免疫系の基礎知識を修得させる。さらに，これらの基礎知識に基づき，免疫系異常に

よる病態であるアレルギー，エイズ，自己免疫疾患，臓器移植免疫反応，ワクチン等についても解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生体防御反応について説明できる。 
2.   免疫を担当する組織・細胞について列挙して説明できる。 
3.   分子レベルで見た免疫のしくみについて説明できる。 
4.   免疫系の関係する疾患について列挙して説明できる。 
5.   免疫応答のコントロールについて説明できる。 
6.   予防接種について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 免疫の概念 免疫系の意義，自然免疫と獲得免疫 
2. 免疫反応の特徴，補体 自己と非自己，特異性，補体 
3. 体液性免疫と細胞性免疫 体液性免疫，細胞性免疫 
4. 免疫担当細胞（１） 免疫担当細胞の種類，役割 
5. 免疫担当細胞（２） 免疫担当細胞の相互作用 
6. 抗原と抗体 抗原，抗体の種類と機能 
7. 組織適合抗原 組織適合抗原の構造と機能 
8. T細胞の機能 T細胞の抗原認識 
9. T細胞およびB細胞の多様性 T細胞遺伝子の再構成，B細胞の遺伝子再構成 

10. サイトカイン サイトカイン（ケモカイン）の種類と機能 
11. アレルギー，炎症反応 アレルギーの分類，反応機序，炎症反応 
12. 自己免疫疾患 自己免疫疾患の発症機序 
13. 移植免疫，感染症と免疫 臓器移植，免疫抑制薬，感染時の免疫反応 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，中間試験，出席状況による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬系 免疫学 植田 正，前仲勝実 編（南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 基礎免疫学 免疫システムの機能とその異常 松島綱治，山田幸宏 訳（エルゼビア・ジャパン） 

スタンダード薬学シリーズ４ 生物系薬学 Ⅲ. 生体防御（化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 免疫学は記憶する内容が多いので，必ず復習してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問はいつでも結構です。ただし学会等で不在の時もあります。 

免疫学免疫学免疫学免疫学 ２年次半期（後期），必修，１単位   生体防御学研究室 准教授 中島 敏治 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    人々は多くの食品中の栄養素を摂取することにより，健康の維持と増進を図る。 

本教科は，食品の有益性，安全性を保持し，衛生上の危害の防止などを考察する学問である。そのため，薬剤師の
職能の重要な一分野とされている。講義では，食品衛生学の概念，食品の一面である栄養素としての食品成分の化学
（とくに栄養素の特徴・意義，エネルギー代謝，栄養価・栄養所要量など），さらに，食品の変質・保存，化学性・自然毒・
カビ類などによる食中毒，ならびに食品添加物の種類と用途，使用基準などについて解説する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   栄養素（三大栄養素，ビタミン，ミネラル）を列挙し，それぞれの役割，消化，吸収，代謝のプロセスをについて説
明できる。 

2.   脂質の体内運搬における血漿リポタンパク質の栄養学的意義を説明できる。 
3.   食品中のタンパク質の栄養的な価値（栄養価）を説明できる。 
4.   エネルギー代謝に関わる基礎代謝量，呼吸商，エネルギー所要量の意味を説明できる。 

 栄養素の栄養所要量の意義，日本における栄養摂取の現状と問題点，栄養素の過不足による主な疾病を列挙し，     
これらについて説明できる。 

5.   食品が腐敗する機構や，褐変を引き起こす主な反応とその機構，食品の変質を防ぐ方法（保存法）などを説明でき
る。 

6.   食中毒の種類を列挙し，発生状況や，それらの原因となる代表的な微生物の性質，症状，原因食品および予防
方法などについて説明できる。 

7.   食中毒の原因となる自然毒を列挙し，それらの原因物質，作用機構，症状の特徴を説明できる。 
8.   代表的なマイコトキシンを列挙し，それらによる健康障害について概説できる。 
9.   代表的な食品添加物を用途別に列挙し，その働きや，食品添加物の法的規制と問題点について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 食品衛生の概念 食品衛生の概要 
2. 食品成分の化学（１） 営養素の役割（糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、ミネラル） 
3. 食品成分の化学（２） 糖質、脂質、タンパク質の消化・吸収、 
4. 食品成分の化学（３） 営養素の代謝，血漿リポ蛋白質の栄養学的意義，  
5. 食品成分の化学（４） 基礎代謝量，呼吸商，食品の栄養価 
6. 食品成分の化学（５） エネルギー・栄養所要量，栄養摂取の状況，栄養の過不足による疾病 
7. 食品成分の変質・保存 食品の腐敗・変質・褐変，食品の保存 
8. 食中毒（１） 食中毒の概要，発生状況 
9. 食中毒（２） 細菌･ウイルスによる食中毒 
10. 食中毒（３） 化学物質，自然毒による食中毒 
11. 食中毒（４）    カビ類による食中毒 
12. 食品添加物（１）   定義，有用性，安全性 
13. 食品添加物（２）  種類，用途，使用基準，法的規制と問題点 
14. 定 期 試 験  
   

    
方方方方 略略略略     講義 
成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法  定期試験による 
教 科教 科教 科教 科 書書書書  第4 版 衛生薬学 –健康と環境－ 井村伸正 渡部 烈 編 丸善株式会社 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  新訂 原色食品衛生図鑑 細貝祐太郎ら編集 建帛社 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  私たちが健康を保つために必要な食品中の栄養素について知識を深めるとともに，食品が潜

在的に持つ健康への危害要因の性質や食品との関連性を理解してほしい。    
オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー  授業日の昼休みなど空き時間に質問，相談があれば受け付けます。 

食品衛生学Ⅰ食品衛生学Ⅰ食品衛生学Ⅰ食品衛生学Ⅰ ２年次半期（後期），必修，１単位 食化学研究室 教授 石﨑 睦雄 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬理学は，薬物の生体に対する作用および作用機序を理解するための基礎知識であり，薬物療法における医薬

品の選択と用法に関する学問である。 
本教科では，前期に，これから薬理学を学ぶのに必要な総論である薬理作用，薬物受容体，細胞内情報伝達系

などについて，各論では，自律神経系に作用する薬物の薬理作用，作用機序，副作用および臨床的適応等につい

て論述する。後期は，局所麻酔薬，筋弛緩薬（末梢性，中枢系），生理活性物質について述べるとともに，種々の

中枢神経系に作用する各薬物群の薬理作用，作用機序，副作用および臨床適応等について講述する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   薬物の用量と作用の関係を説明できる。 
2.   アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。 
3.   薬物の作用するしくみについて，受容体，酵素およびチャネルを例にあげて説明できる。 
4.   代表的な薬物受容体を列挙し，刺激あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。 
5.   薬物の作用発現に関連する細胞内情報伝達系を列挙し，活性化時の生理反応を説明できる。 
6.   交感神経系に作用する薬物を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
7.   副交感神経系に作用する薬物を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
8.   神経節に作用する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 薬理学総論 受容体，酵素，チャネルなどへの薬物の作用 
2. 薬理学総論 アゴニスト，アンタゴニスト，用量反応曲線 
3. 薬理学総論 薬物相互作用，血液脳関門 
4. 自律神経系 自律神経系の機能，神経伝達，神経節 
5. 自律神経系 相反性二重支配，化学伝達物質，受容体の分類 
6. 交感神経作動薬 カテコールアミンの合成，不活性化 
7. 交感神経作動薬 アミンポンプ，交感神経興奮薬，血圧反応 
8. 交感神経作動薬，遮断薬 α，β受容体の刺激薬と遮断薬 
9. 交感神経遮断薬 交感神経遮断薬，直接型，間接型，混合型遮断薬 

10. 副交感神経作動薬 アセチルコリンの合成，不活性化 
11. 副交感神経作動薬 ムスカリン受容体刺激薬，遮断薬，血圧反応 
12. 副交感神経遮断薬 眼に作用する薬物，緑内障治療薬 
13. 自律神経節作動薬 ニコチン，自律神経節遮断薬 
14. 定 期 試 験 薬理学（Ⅰ）前期1～13に対する習熟度試験を実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の成績と出席状況を考慮して評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「新薬理学テキスト」      佐藤進 編集  （廣川書店） 
               「薬理学Ⅰ講義資料」          大森健守（横浜薬科大学出版会） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「わかりやすい薬の効くプロセス」 小野寺憲治 編集（ネオメディカル） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬物が生体のどこに作用し，どのようなメカニズムで疾病を治療し，またその時にどのよ

うな副作用が発現するのかを理解して欲しい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の昼休みなど空き時間に質問して下さい。また，アドレスを教えますのでメールで  

質問や疑問を投げかけて下さい。    

薬理学Ⅰ薬理学Ⅰ薬理学Ⅰ薬理学Ⅰ ２年次通年，必修，２単位（前期分）  薬理学研究室 教授 大森 健守 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬理学は，薬物の生体に対する作用および作用機序を理解するための基礎知識であり，薬物療法における医薬

品の選択と用法に関する学問である。 
本教科では，前期に，これから薬理学を学ぶのに必要な総論である薬理作用，薬物受容体，細胞内情報伝達系

などについて，各論では，自律神経系に作用する薬物の薬理作用，作用機序，副作用および臨床的適応等につい

て論述する。後期は，局所麻酔薬，筋弛緩薬（末梢性，中枢系），生理活性物質について述べるとともに，種々の

中枢神経系に作用する各薬物群の薬理作用，作用機序，副作用および臨床適応等について講述する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
2.   知覚神経系に作用する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
3.   代表的な全身麻酔薬を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
4.   代表的な催眠薬を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
5.   代表的な鎮痛薬を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
6.   代表的な中枢神経疾患の治療薬を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
7.   代表的な精神疾患の治療薬を挙げ，薬理作用，機序，おもな副作用について説明できる。 
8.   中枢神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 薬理学総論 脱感受性，過感受性，薬物依存，耐性 
2. 平滑筋作用薬 平滑筋収縮薬、平滑筋弛緩薬 
3. 体性神経系作用薬 骨格筋，興奮収縮連関，神経筋接合部 
4. 体性神経系作用薬 末梢性筋弛緩薬，中枢性筋弛緩薬 
5. 体性神経系作用薬 局所麻酔薬 
6. 中枢神経系作用薬 中枢神経系の解剖，機能，化学伝達物質 
7. 中枢神経系作用薬 吸入麻酔薬，静脈内麻酔薬 
8. 中枢神経系作用薬 鎮静催眠薬，バルビツール酸，ベンゾジアゼピン，エタノール 
9. 中枢神経系作用薬 鎮痛薬，痛覚伝導路，オピオイド受容体 

10. 中枢神経系作用薬 統合失調症治療薬，抗不安薬 
11. 中枢神経系作用薬 そう病治療薬，うつ病治療薬 
12. 中枢神経系作用薬 パーキンソン病治療薬、抗てんかん薬 
13. 中枢神経系作用薬 アルツハイマー型痴呆症治療薬、脳循環・代謝改善薬 
14. 定 期 試 験 薬理学（Ⅰ）後期1～13に対する習熟度試験を実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の成績と出席状況を考慮して評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「新薬理学テキスト」     佐藤進 編集  （廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「わかりやすい薬の効くプロセス」小野寺憲治 編集（ネオメディカル） 
               「薬理学Ⅰ講義資料」          大森健守（横浜薬科大学出版会） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬物が生体のどこに作用し，どのようなメカニズムで疾病を治療し，またその時にどのよ

うな副作用が発現するのかを理解して欲しい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の昼休みなど空き時間に質問して下さい。また，アドレスを教えますのでメールで

質問や疑問を投げかけて下さい。 

薬理学Ⅰ薬理学Ⅰ薬理学Ⅰ薬理学Ⅰ ２年次通年，必修，２単位（後期分）  薬理学研究室 教授 大森 健守 



  

  

病態生理学病態生理学病態生理学病態生理学ⅠⅠⅠⅠ            ２年次 半期（前期）（必修）１単位              教授 口野 嘉幸 

    
授業概要（一般目標授業概要（一般目標授業概要（一般目標授業概要（一般目標    ＧＧＧＧＩＯ）ＩＯ）ＩＯ）ＩＯ）        

薬剤師として疾患の薬物療法の理論を理解するためには、各疾患の病態の生理に関する知識を身につけておくこ
とが不可欠である。すなわち、各疾患と生体機能との関わり、発症原因・機序、診断基準、症状（病態生理学的変化）、
検査法などの基礎知識を修得しておく必要がある。 

本教科（病態生理学I）では、病態生理学の意義について述べ、悪性腫瘍、アルツハイマー病などの神経変性疾患、
リュウマチやアレルギーなどの免疫系疾患、AIDS や C 型肝炎などの感染症、糖尿病などの内分泌系疾患など、種々
の疾患の発症の仕組みをできる限り分子レベルにまで掘り下げ詳しく説明することで各疾患の病態の生理に関する
基礎知識を身につけさせる。それにより治療薬のもつ作用機序との関係が明確になり、疾患に対する薬物療法や免
疫療法などの理論を理解できるものと期待される。    

    
    
到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）到達目標（ＳＢＯｓ）    

1. 身体の病的変化を病態生理学的に理解できるようになるために、代表的な疾患の症候と発症機序に関す
る基礎的・基本的知識を習得する。 

2. 薬物の作用発現のメカニズムを理解するために、受容体、酵素およびチャネル等に関する基礎知識を習
得する。 

3. 緑内障および白内障など、加齢と密接に関わりのある疾患の病態生理と治療法について概説できる。 
4. パーキンソン病やアルツハイマー病（認知症）などに代表される神経変性疾患の病態生理を説明できる。 
5. ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患を挙げることができる。とくに糖尿病や尿崩症、甲状腺機能異常

症などの病態生理を説明できる。 
6. 代表的なアレルギー・免疫疾患を挙げ、それらの病態生理を説明できる。 
7. 代表的なウイルスまたは細菌感染に伴って発症する疾患を挙げ、適切な治療薬、およびその使用上の注

意について説明できる。 
8. 肺気腫や肺炎、肺結核などの呼吸器疾患の病態生理を概説でき、喫煙との関わりについて説明できる。 
9. 悪性腫瘍の病態生理と発生機序を概説できる。 
10. 代表的な抗悪性腫瘍薬を挙げ、それらの作用機序を説明できる。 

    
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 病態生理学総論            講義の概要、学習方法、その他（加齢と疾患など） 

2. 細胞内小器官の機能        核、小胞体、ミトコンドリアなど、細胞内小器官のもつ機能 
3. 細胞内小器官の機能        細胞内小器官の機能障害と疾患発症                

  4. 細胞内情報伝達機構    細胞膜受容体、イオンチャンネル等を介する細胞内での情報伝達 
    情報伝達の異常性と疾患発症 

 5. 遺伝と疾患        遺伝子の構造、遺伝情報の発現制御機構、遺伝子変異と疾患 
 6.  精神・神経系疾患の基本概念 神経細胞の構造、神経変性と疾患、脳血管障害 
 7.  内分泌系疾患の基本概念  ホルモン分泌器官、ホルモンの作用機序、ホルモン分泌異常と疾患 
 8.  免疫系疾患の基本概念   免疫関連細胞とその働き、自己免疫疾患、アレルギー、免疫療法  
 9. 血液・循環器系疾患の基本概念  血液細胞の成り立ちと機能、血液細胞の質的量的変化と疾患 

心臓の機能とその失調、腎臓の生理と機能不全 
 10. 消化器系疾患の基本概念  消化器官の分類、消化酵素の働き、食生活と消化器系疾患 
 11. 呼吸器系疾患の基本概念  肺・気管支の生理機能とその失調、喫煙と肺機能 
 12. 感染症と病原微生物    病原微生物の分類と特性、病原微生物感染の基本概念と感染症 
 13. 悪性腫瘍の基本概念     がん遺伝子・がん抑制遺伝子、遺伝子の損傷とがんの発生 
 14. 定 期 試 験       
    
方方方方                略略略略        講義            
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法        定期試験の成績を主体に、出席状況などから総合的に評価する。  
教 科教 科教 科教 科 書書書書  病態生理・生化学 I  井上圭三・富田基郎 編 共立出版    
参 考参 考参 考参 考 書書書書        病態生理と治療薬    中島光好 監修、橋本久邦 編 じほう出版 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ        私たちの身体に起きる様々な異変と疾患発症との関係を理解してほしい 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー        質問や相談があればいつでも結構ですので研究室へお越しください。また研究室で行って

いる研究内容についても興味があれば説明します。 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬剤師として疾患の薬物療法の理論を理解するためには，各疾患の病態生理に関する知識を身につけておくこ

とが不可欠である。すなわち，各疾患と生体機能との関わり，発症原因・機序，診断基準，症状（病態生理学的

変化），検査法などの基本知識を習得しておく必要がある。 
本教科では，血液，造血器疾患，免疫疾患，アレルギー疾患，心臓・血管系疾患，呼吸器，消化器疾患などの

疾病について，病因，診断基準，症状（病態生理学的変化），検査法などを解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   血液・造血器における代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 
2.   アレルギー･免疫に関する代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 
3.   心臓および血管系における代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 
4.   肺と気道に関する代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 
5.   消化器系の部位別（食道・胃・十二指腸・小腸・胆道・肝臓・膵臓）に代表的な疾患をあげ， 
6.   病態生理について説明できる。 
7.   各疾患の病因，診断基準，症状（病態生理学的変化），検査法などについて説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 血液，血液型 血液成分，血液型 
2. 造血疾患 貧血，血友病，DIC，等 
3. 造血疾患 輸血，GVHD，等 
4. 心臓・血管疾患 心臓･血管系の構造と機能，心不全，不整脈，等 
5. 心臓・血管疾患 虚血性心疾患，高血圧，血栓・塞栓症，等 
6. 呼吸器 呼吸器の構造と機能 
7. 呼吸器疾患 喘息，肺気腫，拘束性肺疾患，肺水腫，肺塞栓症，等 
8. 消化器 消化器の構造と機能 
9. 消化器疾患 消化性潰瘍，急性胆のう炎，急性胆管炎，胆石症，等 

10. 免疫疾患 リンパ系と生体防御機構 
11. 免疫疾患 アレルギー疾患，等 
12. 肝臓 肝臓の構造と機能 
13. 肝疾患 ウイルス性肝炎，劇症肝炎，肝硬変，等 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 病態生理・生化学Ⅱ  井上圭三・富田基郎 編（共立出版） 

人体の構造と機能   エイレンN マリーブ 著(医学書院)    
参 考参 考参 考参 考 書書書書 病態生理・生化学Ⅰ  井上圭三・富田基郎 編（共立出版） 

疾病と病態生理（改定第2版）  橋本隆男･佐藤隆司･豊島聰 （南江堂） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー  いつでも結構ですので研究室へお越しください。不在の時もありますので予約されると確実

です。 
 

病態生理学Ⅱ病態生理学Ⅱ病態生理学Ⅱ病態生理学Ⅱ２年次半期（後期），必修，１単位  

                      病態生理学研究室  教授  篠塚 達雄 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬物の物理化学的性質を熟知し，その有効性と安全性，薬理作用発揮のメカニズムなどを検討し，ドラッグデ

リバリーシステム（ＤＤＳ）に適した特殊製剤の調製や薬物の体内動態を予測することは，薬剤師として不可欠

な技能となっている。 
本教科では，それらの基本となる物理学的基礎理論を中心として，薬物を実際に人体へ応用する際の種々の現

象を明らかにし、最適な投薬設計を可能にするための橋渡しになる分野である。薬物の体内への吸収・排泄に関

わる反応速度論を，実際の薬物の物理学的性質と体内環境を踏まえてて講述する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   相平衡と相律について説明できる。 

2.   代表的な状態図（一成分系、二成分系、三成分系相図）について説明できる。 

3.   物質の溶解平衡について説明できる。 

4.   反応次数と速度定数について説明できる。 

5.   反応速度と温度との関係（Arrhenius の式）を説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 物理薬剤学を学ぶ目的 物理薬剤学・製剤学を理解するための基礎的な学問 
2. 物理薬剤学に必要な基礎 (1) 対数，微分，積分等のみなおし 
3. 物理薬剤学に必要な基礎 (2) 物理量，組立単位など 演習問題 
4. 演習 (1) 基礎学力の確認 
5. コンプレックス形成 キレート化合物，分子複合体，包接化合物 
6. 物質の存在状態と相平衡 (1) 代表的な一成分系，水の状態図，結晶多形の状態図 
7. 物質の存在状態と相平衡 (2) 二成分系，液相—液相平衡，固相—液相平衡 
8. 物質の存在状態と相平衡 (3) 三成分系 
9. 演習 (2) 教科書の練習問題ほか 

10. 溶液 濃度の表現，溶液に関する基礎原理，溶解度 
11. 化学反応速度論 (1) 反応速度，反応速度定数，反応次数 
12. 化学反応速度論 (2) 複合反応，分解速度に関わる因子 
13. 演習 (3) 教科書の練習問題ほか 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験により評価する。出席およびレポートなども考慮。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 製剤学 四ツ柳智久 壇上和美 山本 昌 編（南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 物理系薬学 I 物質の物理的性質 日本薬学会 編（化学同人）    
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬剤学，製剤学の基礎となる科目なので，頑張って勉強してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 研究室へお越し下さい。 

物理薬剤学物理薬剤学物理薬剤学物理薬剤学ⅠⅠⅠⅠ ２年次半期（後期），必修，１単位 薬剤学研究室 教授 島田 慈彦  



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）     
生物系実習Ⅰは，機能形態学，生化学の講義内容をさらに理解・修得させることを目的とする実習である。機

能形態学では，マウスおよびラットの解剖，カエル骨格筋の収縮，カエル心臓の自動性等の実習を行い，各器官

の形態と機能を理解させる。また人体解剖模型を用いて，人体の構造と各器官の機能を修得させる。生化学では，

糖の定性反応，タンパク質の電気泳動，ゲルクロマトグラフィーによる分離，タンパク質の定量等を行い，糖や

タンパク質の構造と機能に関する知識を確認するとともに各機器の操作方法を修得する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   タンパク質の定性，定量試験法を実施できる 
2.   代表的な酵素の活性を測定できる。 
3.   細胞から DNA を抽出できる。 
4.   DNA を制限酵素により切断し，電気泳動法により分離できる。 
5.   PCR 法による遺伝子増幅の原理を説明し，実施できる。 
6.   人体の各器官の構造と機能に関する基本的知識を修得する。 
7.   実験動物を解剖し，臓器の位置および形態を観察する。 
8.   人体における代表的な細胞および組織を列挙し，顕微鏡を用いて観察できる。  

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. タンパク質の定量 タンパク質の定量方法を学ぶと共に，基本的な器具，機器の使用法を

習得する。 
2. 酵素反応の速度論的解析 アルコールデヒドロゲナーゼ活性の測定とそれに対する阻害剤の影

響を調べることにより，酵素反応の速度論的解析について学習する。 3. 酵素反応の速度論的解析 
4. 遺伝子操作の基本的実験 遺伝子操作の基本的な方法（DNAの抽出，制限酵素による切断，電

気泳動，PCR法による遺伝子増幅）の知識ならびに技術を学習する。 5. 遺伝子操作の基本的実験 
6. 遺伝子操作の基本的実験 

総合討論，レポートの書き方 
生化学実習の総合討論を行い，レポートの書き方を学ぶ。 

7. 機能形態学実習講義 機能形態学実習の目的，実習内容および動物実験における倫理に関す

る全般的な講義。 
8. ラットの解剖および人体解剖模

型の観察 
ラットを解剖し，諸臓器の位置，形態の観察とスケッチ。人体解剖模

型を用いたヒト臓器の位置，形態の観察。 
9. ヒト血液標本の観察 顕微鏡の使用方法の修得とヒト血液標本の鏡検，スケッチ。 

10. 脳の構造と機能 ヒト脳の構造と機能を学ぶ。ヒト脳模型を用いた脳各部位の位置の観

察とスケッチ。 
11. 心臓の構造と機能 心臓の各部位の構造と機能について学び，血液の拍出や自動性のメカ

ニズムを理解する。 
12. 腎臓の構造と機能 腎臓，ネフロン，腎小体の構造と機能を学ぶ。 
        
方方方方 略略略略 講義，実習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験，出席状況，実習態度およびレポートなどにより総合的に評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「生物系実習Ⅰ実習書」（横浜薬科大学編） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 生化学ⅠⅡ，機能形態学ⅠⅡの講義で使用している教科書，参考書。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 実習は無遅刻無欠席が基本です。また予習は必須です。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，研究室へお越し下さい。ただし，不在の時もあります。 

生物系実習Ⅰ生物系実習Ⅰ生物系実習Ⅰ生物系実習Ⅰ ２年次半期（前期），必修，１単位   

                        生体防御学研究室 講師 川嶋 芳枝  



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本実習は，薬学教育モデル・コアカリキュラム中の C2 コース“化学物質の分析”に則って，分析化学の講義内容をさらに理
解・修得させることを目的とする実習である。種々の容量分析法（中和滴定法，酸化還元滴定法，キレート滴定法など）の原理
を学び，標準液の調製から実際の標定，試料の定量までの操作法を修得させる。また物質の構造に基づく化学的性質を理解
し，その性質を利用した分析法の知識や技術を身につける。さらに目的成分の定量計算法や数値の取り扱い方を修得し，日
本薬局方および衛生試験法の確認試験，純度試験，定量法が理解できるための基礎ともなる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   酸塩基平衡を説明できる。[C2(1)-1-1, SBO 1] 
2.   溶液の pH を計算できる。[C2(1)-1-3, SBO 3] 
3.   化学物質の pH による分子型，イオン型の変化を説明できる。[C2(1)-1-6, SBO 6] 
4.   日本薬局方収載の容量分析法について列挙できる。[C2(2)-2-4, SBO 19] 
5.   中和滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。[C2(2)-3-1, SBO 21] 
6.   非水滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。[C2(2)-3-2, SBO 22] 
7.   キレート滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。[C2(2)-3-3, SBO 23] 
8.   沈殿滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。[C2(2)-3-4, SBO 24] 
9.   酸化還元滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。[C2(2)-3-5, SBO 25] 

10.   日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。[C2(2)-3-7, SBO 27] 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 実習ガイダンス，実習準備 実習への心構え，姿勢について 
2. 容量分析法概論，基本操作 容量分析法の原理および実際に関する概説 
3. 中和滴定 中和滴定の操作および応用 
4. 非水滴定 非水滴定の操作および応用 
5. 化学平衡要説 化学平衡論の要点を解説 
6. 酸化還元滴定１ 過マンガン酸塩滴定法の操作および応用 
7. 酸化還元滴定２ ヨードメトリーの操作および応用 
8. 酸化還元滴定３ ヨージメトリーの操作および応用 
9. キレート滴定 キレート滴定の操作および応用 

10. 沈殿滴定 沈殿滴定の操作および応用 
11. 分析化学復習，問題演習 当該到達目標（SBOs）の練習問題の演習 
12. 最終試験 当該到達目標（SBOs）に対する習熟度確認試験の実施 
    
方方方方 略略略略            実習 
成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法   最終試験（知識），実験操作（技能），出席状況，学業姿勢により総合的に評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書   １．「物理系実習Ⅰ実習書」（横浜薬科大学編） 

   ２．「第十五改正日本薬局方解説書」（廣川書店） 
   ３．「ｽﾀﾝﾀ゙ ﾄー゙薬学ｼﾘー ｽ゙ 2 物理系薬学Ⅱ．化学物質の分析」日本薬学会 編（化学同人） 
   ４．「パートナー分析化学Ⅰ」斎藤 寛 ほか 編（南江堂） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書   １．「ｽﾀﾝﾀﾞー ﾄ゙薬学ｼﾘｰｽﾞ 2 物理系薬学Ⅳ．演習編」日本薬学会 編（化学同人） 
   ２．「CBT 対策と演習 分析化学」薬学教育研究会 編（廣川書店） 
   ３．「化学平衡と分析化学」千熊正彦 ほか 著（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ   一日も休まずに，共同作業の中で化学の基礎を身につけてください。    
オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー  いつでも研究室へお越しください。予約されると確実です。 

物理系実習Ⅰ物理系実習Ⅰ物理系実習Ⅰ物理系実習Ⅰ ２年次半期（前期），必修，１単位   

                                    薬品分析学研究室 准教授 宮代 博継  



  

  

  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本実習では，講義ですでに学んだ科学系の基礎知識と化学実験の基本操作法を，実習を通して体得させること

を目的とし，有機化学および生薬学についての実習を行う。 
まず，実験器具の名称と用途の確認，試薬溶液の調製法からはじめ，有機化合物の抽出，精製，再結晶，融点・

沸点測定ならびに蒸留などの基本的操作を体得する。また，代表的な生薬から主成分の抽出・精製を行い，ＴＬ

Ｃ，融点測定，赤外吸収スペクトル測定などによって物質の同定を行う。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   抽出，蒸留，濾過，再結晶などの化学実験の基本操作を実施できる。 
2.   沸点，融点などの物理定数が測定できる． 
3.   官能基の性質を利用した分離精製および定性試験を実施できる。 
4.   薄層クロマトグラフィー，カラムクロマトグラフィーを用いた分離分析，精製を実施できる。 
5.   化合物の部分構造を 1H NMR や IR スペクトルから決定できる。 
6.   代表的な生薬を鑑別できる。 
7.   代表的な生薬の確認試験および純度試験を実施できる。 
8.   天然物質の代表的な抽出法，分離精製法を列挙し，実施できる。 
9.   代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 化学系実習導入講義 注意事項，器具の名称，用途，器具の洗浄 
2. ガラス細工・融点測定 ガラス管の切断，キャピラリー作成，融点測定 
3. 溶媒の性質・分液操作 溶媒の性質，分液操作による化合物分離 
4. 再結晶・蒸留 再結晶，常圧蒸留 

5. 
クロマトグラフィー 薄層クロマトグラフィー 

カラムクロマトグラフィーによる分離精製 
6. 天然物の抽出・精製 茶葉からのカフェイン抽出，昇華による精製 
7. 生薬学実習講義 生薬学実習の目的と実験の解説，試薬調製 
8. 生薬形態観察 生薬の外観および顕微鏡による内部形態の観察 
9. 漢方処方の鑑定 処方構成生薬の鑑別，漢方処方の鑑定 

10. 日本薬局方試験Ⅰ 確認試験・純度試験Ⅰ 
11. 日本薬局方試験Ⅱ 確認試験・純度試験Ⅱ 
12. 日本薬局方試験Ⅲ 未知検体 
    
方方方方 略略略略 実習，講義。 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 実習態度・レポート・試験により総合的に評価する。実習であることから欠席は認めない。

全テーマを受講することを単位取得の必要条件とする。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「化学系実習書Ⅰ」（横浜薬科大学編），第１５改正日本薬局方解説書（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 続実験を安全に行うために（化学同人），わかりやすい機器分析学（廣川書店） 

 有機化合物のスペクトルによる同定法第7版（化学同人） 
 生薬学のテキスト    

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 漫然と作業するのではなく，眼前の事象をよく観察し，体感し，考察を巡らして積極的に  

実験に取り組むこと。口頭試問を随時行うので，知識の確認に役立ててほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも研究室へ来室して下さい。 

化学系実習Ⅰ化学系実習Ⅰ化学系実習Ⅰ化学系実習Ⅰ２年次半期（後期），必修，１単位  薬品反応学研究室 講師 山崎 和応 

                           生薬学研究室   講師 飯塚  徹 



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

生物系実習Ⅱは，微生物学および免疫学の講義内容をさらに理解させ，感染症の予防，診断，治療に関する実験手
法を修得させることを目的とする実習である。 

本教科では，我々の周囲（水中・空中）に存在する微生物を用い，無菌操作により微生物の培養・定量，病原細菌の
分離・固定，薬物感受性試験，ウイルスの増殖・定量法，抗原抗体反応等についての実習を行い，感染防御という観点
から，薬剤師に必要とされる微生物の取り扱いに関する基礎知識と操作を修得させる。    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   タンパク質の分離，精製と分子量の測定法を説明し，実施できる。 
2.   沈降，凝集反応を利用して抗原を検出できる。 
3.   ELISA法，ウエスタンブロット法などを用いて抗原を検出，判定できる。 
4.   滅菌，消毒，防腐および殺菌，静菌の概念を説明できる。 
5.   グラム染色を実施できる。 
6.   無菌操作を実施できる。 
7.   代表的な細菌または真菌の分離培養，純培養を実施できる。 
8.   細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状試験，血清型別試験，分子生物学的試験）について説

明できる。 
9.   代表的な細菌を同定できる。 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. タンパク質の分子量の測定 SDS-PAGE法によるタンパク質の分子量測定の原理と操作法を学ぶ 
2. 沈降反応を利用した抗原の検出法 オクタロニー法による，抗原の検出方法を学ぶ 
3. 微量抗原の検出法(1) ELISA法による微量抗原の検出方法を学ぶ 
4. 微量抗原の検出法(2)          同上 
5. 抗体による抗原の検出・同定(1)      ウエスタンブロット法による抗原の検出・同定の方法を学ぶ 
6. 抗体による抗原の検出・同定(2)          同上 
7. 常在微生物 手指付着菌の採取，培養，測定，観察および同定，消毒薬の使

い方 
8. 常在微生物 空中落下菌の採取，培養，測定，観察および同定 
9. 分離培養とグラム染色 寒天培地の滅菌および調製，無菌操作による細菌の培地への接

種および培養 
10. 分離培養とグラム染色 細菌のグラム染色による同定 
11. 薬剤感受性試験 各種細菌の接種および薬剤ディスクの配置 
12. 薬剤感受性試験 各種薬剤の細菌に対する抗菌活性の測定および判定 

方方方方 略略略略 講義，実習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験，出席状況，実習態度およびレポートなどにより総合的に評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「生物系実習Ⅱ実習書」（横浜薬科大学・生体防御学研究室／感染予防学研究室編） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬系免疫学 植田正 前仲勝実 （南江堂），ポイントがわかる薬科微生物学（京都廣川

書店），スタンダード薬学シリーズ４ 生物系薬学Ⅰ（化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 生物系実習Ⅰと同様，無遅刻無欠席が基本です。前半の免疫学実習では，抗体を利用した

測定法を習得して下さい。また後半の微生物学実習では，微生物を取扱う際の心構え及び無

菌操作を身につけて下さい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，研究室へお越し下さい。ただし，不在の時もあります。 

生物系実習Ⅱ生物系実習Ⅱ生物系実習Ⅱ生物系実習Ⅱ２年次半期（後期），必修，１単位 生体防御学研究室 講師 川嶋 芳枝 

                                      感染予防学研究室 講師 細野 哲司 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

物理系実習Ⅱは，物理化学および機器分析学の講義内容をさらに理解・修得させることを目的とする実習であ

る。医薬品の薬物動態とその安定性に主眼をおいて，反応速度論，分配，弱電解質の性質，界面活性剤の性質等

に関する実験を行う。また，化合物の定性・定量や混合物の分離定量等に関する機器分析実験を行うとともに，

ＩＲ，ＵＶ，ＮＭＲなどの機器分析装置を用いた測定法，得られた各種スペクトルデータに基づく化学構造の解

析法などを学ぶ。本実習を通して物理化学的な考え方や物理化学的な現象の観察法・測定法を習熟させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   反応次数と速度定数について説明できる。 
2.   代表的な(擬)一次反応の速度定数を測定し，速度定数を求めることができる。 
3.   代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。 
4.   分配平衡について説明できる。 
5.   化学物質の構造決定に用いられる機器分析法の特徴を説明できる。 
6.   化学物質の構造決定における紫外可視吸収スペクトルの役割を説明できる。 
7.   赤外スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し，帰属することができる。 
8.   クロマトグラフィーの種類を列挙し，それぞれの特徴と分離機構を説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 実習導入 実験操作について 
2. 反応速度論 反応速度論の理論的背景 
3. 擬一次反応 酢酸エチルの加水分解速度１ 
4. 二次反応 酢酸エチルの加水分解速度２ 
5. 界面活性剤 界面活性剤の物性 
6. 油水分配平衡 キシレン－水の二液相における安息香酸の分配平衡 
7. 可視吸収スペクトル 可視吸収スペクトルによる亜硝酸イオンの定量分析 
8. 紫外吸収スペクトル 紫外吸収スペクトルによる医薬品の定量分析 
9. 赤外吸収スペクトル 赤外吸収スペクトルによる医薬品の定性分析 

10. ガスクロマトグラフィー ガスクロマトグラフィーによる医薬品の分離分析 
11. 液体クロマトグラフィー 液体クロマトグラフィーによる医薬品の分離分析 
12. 核磁気共鳴，質量分析 核磁気共鳴および質量分析の測定法・解析法 
    
方方方方 略略略略 実習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況，実習態度，レポート，実習試験により総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「物理系実習Ⅱ実習書」（横浜薬科大学編） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 スタンダード薬学シリーズ２物理系薬学（化学同人） 

 Ⅰ．物質の物理的性質，Ⅱ．化学物質の分析，Ⅲ．生体分子・化学物質の構造決定 
 薬学物理化学第４版（廣川書店），パートナー分析化学Ⅰ・Ⅱ（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 物理系科目が苦手な学生も多いと思いますが，講義で得た知識を実際に活用して，さらに

理解を深めてください。毎年のように国家試験に取り上げられている内容も多く含まれて

いますので，興味のあるうちに過去問を解いてみてください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 物理系科目に関する質問は何でも受け付けますので，いつでも来てください。 

物理系実習物理系実習物理系実習物理系実習ⅡⅡⅡⅡ ２年次半期（後期），必修，１単位    

                                               薬物解析学研究室 講師 八木 健一郎 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

物理化学演習は，本学の１～２年次に学ぶ分析化学ⅠおよびⅡ，物理化学ⅠおよびⅡ，さらに機器分析学Ⅰお
よびⅡなどの物理系科目の理解をよりいっそう深め，その応用力を培うことを目的とする。 
講義だけでは十分に理解できない物理系管区の内容を総合的な観点からみた演習問題に置き換え，演習問題を

解くことによって講義内容を理解させ，確かな物理系の基礎学力を身につけさせることを目指す。これにより，
これから学ぶ医療薬学科目を円滑に理解できる実践的応用力を養う。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。 
2.   ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。 
3.   溶液のpHを計算できる。 
4.   酸塩基平衡を説明できる。 
5.   溶液の束一的性質（浸透圧，沸点上昇，凝固点降下など）について説明できる。 
6.   代表的な化学電池の種類とその構成および標準電極電位について説明できる。 
7.   化学結合の成り立ちについて説明できる。 
8.   静電的相互作用，ファンデルワールス力，双極子間相互作用について説明できる。 
9.   電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。 

10.   微分型速度式を積分型速度式に変換できる。 
11.   代表的な状態図について説明できる。 
12.   代表的な過程（変化）における熱と仕事を計算できる。 
13.   物理変化，化学変化に伴う標準エンタルピー変化およびエントロピー変化を説明し，計算できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 総論 SI単位，単位の換算，ファンデルワールスの状態方程式 
2. 酸と塩基（１） 酸塩基平衡，酸と塩基の定義  
3. 酸と塩基（２） 緩衝液，弱酸と弱塩基の解離，活量と活量係数 
4. 物理平衡（１） 溶液の束一的性質 
5. 電気化学（１） 化学電池の種類と構成 
6. 化学結合 化学結合の成り立ち，軌道の混成 
7. 分子間相互作用 誘起双極子相互作用，水素結合，ファンデルワールス力 
8. 反応速度（１） 零次反応，一次反応，二次反応 
9. エネルギー（１） 系，状態関数，仕事，熱量，エンタルピー 

10. 分光分析法 紫外可視吸光度測定法，蛍光光度法 
11. 物理平衡（２） 相変化，状態図 
12. エネルギー（２） 自発的な変化，エントロピー，ギブズエネルギー 
13. 電気化学（２） 標準電極電位，ネルンストの式 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 演習態度および定期試験により評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「スタンダード薬学シリーズ２，物理系薬学Ⅳ．演習編」 日本薬学会編 （化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「薬品物理化学の基礎，第３版」 川面博司 編著 （廣川書店）,「スタンダード薬学シリーズ

２，物理系薬学Ｉ．物質の物理的性質」 日本薬学会編 （東京化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 演習を行うことで，これまで習得した物理系科目の重要項目の到達度を自己評価してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会，会議等で不

在の時もあります。 

物理化学演習物理化学演習物理化学演習物理化学演習 ２年次半期（後期）必修１単位 薬物解析学研究室 教授 深井 俊夫  

                                                薬物解析学研究室 講師 八木 健一郎 


